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OB・OG の皆様へ 

 

 今シーズンもリーグ戦全日程を終了し、部報を発行する運びになりました。 

OB、OG の皆様には日頃より大変お世話になりました。この場をお借りいたしまして、感

謝申し上げます。お忙しいところ、試合に足を運んでくださり誠にありがとうございました。 

 また、金銭的な面におきましても、高額の支援をいただき誠にありがとうございました。

いただいたお金は、連盟金や球場使用料の支払い等に有効に使わせていただきました。 

OB,OG の方々のご支援のおかげさまで日々活動を行うことができています。 

そして卒業してもなお、交流の場まで設けていただけていることも、大変うれしく思ってい

ます。 

 今季も、先シーズン果たすことができなかった「二部昇格」を目標に、練習を行ってきま

した。春季リーグでの準優勝という結果を経て秋季リーグでは三部全勝優勝、入れ替え戦進

出を果たすことができました。しかし、二部昇格への道は高く勝利することは叶わず三部残

留という結果で秋季リーグは閉幕いたしました。 

 今リーグをもちまして、我々南山大学硬式野球部は新体制となり、新たなチームで活動し

てまいります。この悔しさをばねに日頃よりお世話になっている OB,OG の皆様良い結果、

良い報告が出来るよう新たなチームで精進してまいります。 

今後とも、南山大学硬式野球部をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

                            南山大学硬式野球部 

                            主将     宇野 敏基 

                            主務     柴  蒼輝 

                            マネージャー 岡本歩乃佳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



   2023 年度シーズンを終えて 

                                                         硬式野球部長 西岡 淳 

 2023 年度の愛知大学野球におけるリーグ戦シーズンが終了しました。春季は 3 部リーグ 2 位

でしたが、秋季は久しぶりにリーグ優勝をして 2 部との入れ替え戦に進みました。残念ながら昇

格はなりませんでしたが、来期以降への希望が持てる結果を得たように思います。以下、南山大

学硬式野球部の戦績について簡単にご報告いたします。 

 ［春季：3 部リーグ］ 

 南山の所属する 3 部リーグは、参加校 8 校の総当たり（1 試合）で行われました。南山は 5 試

合を終えて 6 勝 0 敗で名工大と並んで 1 位。4 月 29 日に両校による最終戦が行われ、4‐6 のス

コアで敗れた結果 2 位となりました。試合は、南山が 1 回表に 1 点を先制しますが、名工大は、

3・4 回に 1 点ずつ入れて逆転。5 回表、南山は走者二人を置いて四番西塚が右越え本塁打を放

ち、逆転して 2 点差としました。名工大はその裏に 1 点を返した後、8 回に走者二人を置いて右

越え本塁打が出て 6‐4 と逆転し、南山は 9 回に得点を返せずそのまま敗れました。南山の先発

投手小谷は、3 部リーグでは唯一防御率 0 点台を保持しており、この試合でも安定した制球力を

見せました。8 回の被弾は不運であったと思います。 

 ［秋季：3 部リーグ・入れ替え戦］ 

 春季と同じく 8 校の総当たり（1 試合）で、南山は愛教大との試合では、逆転して 5‐4 と接

戦でしたが、その他は差をつけて勝利し、7 戦全勝で入れ替え戦に進みました。 

 入れ替え戦の相手は日本福祉大学。10 月 21・22 日にパロマ瑞穂野球場で行われました。21

日の第一戦では、南山の先発投手小谷が 7 回まで好投を見せたものの、味方の守備の乱れなどか

ら 3 失点し、そのまま逆転できずに 2‐4 で敗れました。22 日の第二戦では、日福大が 1 回表に

四球と連打などで 4 点を先制、その後も得点を加えて 3 回までに 6‐0 としました。3 回裏、南

山は一死満塁とした後、押し出し四球と内野ゴロ、ボークで 5 点を返しましたが、日福大は 4 回

以降もほぼ毎回得点を重ね、8 回までに 10 得点、9 回には 4 点を奪って都合 14 点を入れまし

た。対する南山も小刻みに得点はするのですが、8 回までに計 7 点を得るにとどまりました。私

はこの試合の方を観戦しましたが、打線のつながりと投手陣の層の厚さから、日福大が終始優位

に試合を進めたという感じでした。 

 2 試合とも敗れはしましたが、二戦後の選手諸君の表情には、何か晴れやかなものを感じまし

た。この 4 年を通じて、常にコロナ禍の影が世に差していたことを思うにつけ、最後までグラウ

ンドに立っていた 4 年生諸君の姿勢と存在感には、特に深い印象を受けました。3・4 年生の後

に続く 1・2 年生にも好選手が出てきていることにも希望が持てますし、皆さんの日頃の練習の

成果は、今シーズンの戦い振りに十分に表れていたと思います。 

 今年の夏には、4 年に一度の南友会定期総会が行われ、OB の皆様からは励ましの言葉とあた

たかなご支援をいただきました。この場を借りて改めてお礼申し上げます。また、普段から応援

いただいている皆様にも、ここに心から感謝いたしますと同時に、いまこうして努力している南

山硬式野球部の現役諸君に、来季も一層のご声援を賜りますよう、お願い申し上げます。 



2022 年を振り返り 

  

監督 横江光義 

  

2023 年のシーズンが終了いたしました。最後まで戦い抜いた選手の皆様、おつかれさまで

した。 

  

 本年度は春、秋ともに良い試合展開を続けることが出来、秋期リーグ戦ではついに優勝、

入れ替え戦までたどり着き、そこでも敗れたとはいえ、かなりの接戦を繰り広げるまでにい

たりました。 

これもひとえに選手の皆さん一人一人の、積み上げてきた努力のたまものであると思いま

す。 

 改めて皆さんに御礼を申し上げたく思います。 

野球を好きでいてくれて、そして南山大学硬式野球部でも続けてくれて本当にありがとう。

別の道を選ぶことも出来たのに、それでも続けてくれた皆さんが集まり、努力してくれた一

つの形が今年であったと思いますから。 

  

 それにしても、25 年程前の当時の名工大、愛教大に 12-0 やら 14-1 あたりの得点差でい

いところもなく敗れていた時代を思うと隔世の感があります。 

 特にその頃は部員不足で、部の存続すら危ぶまれた時期でもありました。 

物事は大概そうですが、一度消滅してしまったもの、組織やら技術やら理念などを復活させ

るのは非常に困難であることが多いです。 

あのとき、部の存続をあきらめてしまっていたら、今年のような結末を見ることもなかった

でしょう。その困難な時代に部長に就任していただいた西岡先生、木村前監督、野球を続け

てくれた歴代の野球部員には感謝の念が耐えません。 

「存続」と「継承」、今社会の至る所で、この問題がちらほらと顔を出し始めています。 

地味な内容ではありますが、この 2 つの繰り返しで社会は成り立ってきた側面はあるかと

思います。 

まあ、社会問題と同一視するのもどうかとも思いますが、ギリギリのところでつないだ野球

部がここまで至ったのは、この「存続」と「継承」、「あきらめずに続ける」がなんとかなっ

た例の一つではないか、皆さんはその一つの集大成であったのではないかな、そんな風に感

じています。 

  

最後に、OB の皆様、次の代はすでに始動を始め、すでに練習試合を組み、来季に向けて動

き始めております。なにとぞ彼らへの応援とさらなる支援をお願いいたします。 



南山大学硬式野球部規則 
（名称） 

第１条 名称は南山大学硬式野球部（以下本部）を称する。 

（目的） 

第２条 本部は試合において勝利を目指すとともに、野球を通じて人間形成を行い、活

動する仲間、および OB との親睦を深めることを目的とする。 

（所属・加盟団体） 

第３条 本部は学内において南山大学体育会に所属し、また愛知県下において愛知大学

野球連盟（以下、連盟）に加盟する。 

（役員） 

第４条 本部には次の役員を置く。 

１．部長 

２．監督 

３．主将 

４．副主将 

５．主務 

６．学生委員（連盟における役員） 

（部員） 

第５条 本部の部員は南山大学の学生でなければならない。 

第６条 本部の学生は大学において課外活動を行う団体であるため、部員は正課である

学業をおろそかにしてはならない。 

第７条 本部の部員は連盟・大学・部が定める規約・規定に従うとともに、社会的規範

を遵守しなければならない。これができない場合は、役員による協議を行い大

部（除名）等の処分を下す場合がある。 

第８条 本部の活動の為の軽費は以下のものである。 

第９条 会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日までとし、年度終了後に大学へ会

計報告を行うものとする。 

（OB 会） 

第１０条 部員は大学卒業後に OB 会「南友会」に所属する。 

（その他） 

第１１条 この規約において判断できない事項については、役員を中心として協議の上解

決を図る。 

第１２条 規約の改定が必要な場合は、役員による協議を行い決定する。 

第１３条 留学、退部については部員の意見を尊重し、妨げない。 

 



 



 

2023 年 

２月 13 日～   春季練習開始 

２月 28 日～   春季オープン戦 

４月 1 日～  春季リーグ戦 

５月 21 日    強化リーグ戦 

６月 10 日      新人戦 

７月 8 日    上南戦 



 

 

 

 

 

 

 

 

背番号２ 

     4 年 小野裕心(おのゆうしん) 

           愛知県 杜若高校 

 

春のリーグ戦お疲れ様でした。私は昨年

の秋季大会にて、迷ってはいましたが、引退

すると言っていましたし、部報にも引退す

ると書きました。実際に、何ヶ月か野球から

離れた生活をしていました。しかし、野球が

やりたくてとても部活に行きたくなってい

たときに、有り難いことに何人かから戻っ

てきて欲しいと言ってもらい、それが想像

以上に嬉しく感じました。そして、今のチー

ムのキャプテンに連絡し、チームに復帰さ

せてもらいました。12 月、1 月には体作り

とバッティング練習を大学野球のなかで１

番やったといっても過言ではないくらいや

ったつもりです。また、ポジションが 1 年

生の頃からずっと守り続けてきたショート

から、チームのことを考えレフトに転向し

ました。元々守備には自信があり、内外野ど

ちらも得意だったのでそこに苦労はありま

せんでしたが、時々、ショートの方が楽しい

なと感じてしまうことがあり、そう感じて

しまうことが自分の中で少し嫌でした。2月

からの練習、練習試合は毎日参加し、勝てる

チームになれるよう努力しました。そして、

春季大会が始まりました。野手陣、投手陣が

噛み合い大量得点に少ない失点で勝ち続け、

接戦になった試合もしっかり獲って全勝同

士の最終戦を迎えました。序盤から流れは

南山にあり、徐々に追い上げられてはいま

したが、勝てると思っていました。しかし最

後の最後にひっくり返されとても悔しい 3

部リーグ 2 位という結果におわってしまい

ました。また、優勝チームが 2 部との入れ

替え戦で勝利し、2部リーグにあがったとい

う結果を知り、さらに悔しさが溢れて来ま

した。 

私の代のチームメイトは私を含め 5 人しか

残っていませんが、後輩を含め皆と一緒の

チームで楽しいですし、このチームで勝ち

たいと強く思います。春季大会の敗因は

色々ありますが、夏休みの練習で秋に向け

てしっかり詰められるところを詰めて、優

勝できるチーム、結果で優勝に貢献できる

選手になりたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号８ 

4 年 近藤翔太(こんどうしょうた) 

       愛知県 至学館高校 

 

春リーグお疲れ様でした。今回は 4 年生

として迎えた春のリーグでした。個人的に

はとにかく勝利に直結する打点にこだわり

練習してきました。その甲斐あってか、最終



戦前で打点はリーグでトップになっていま

した。ただ、最終戦の名工戦、絶好のチャン

スで凡退してしまい、次の打者がカバーし

てくれたものの、自分が凡退しなければビ

ックイニングになっていたかもしれないと

考えると、本当に悔いが残る打席となりま

した。この名工戦で敗れ、自分たちがいる代

のうちに２部昇格することは叶いませんで

した。あとアウト４つで入れ替え戦まで進

めたという状況でした。やはり最後のアウ

ト６つを取ることがどれだけ難しいのかを

痛感しました。上南戦では、2 年連続の勝利

に貢献できてよかったです。次のリーグ戦

が自分自身の大学生としての最後のリーグ

戦になります。自分たちが入ってきてから、

リーグ優勝はあったものの、入れ替え戦ま

で行ったことがまだありません。20 年ほど

２、３部入れ替え戦に進んでいない壁は相

当大きなものです。ただ、今の 2 年生たち

が 3 年生になる時に 2 部で試合ができるた

めに今回こそは２部昇格を目指し頑張りま

す。2 年生、新しく入ってきた 1 年生にも

ポテンシャルが高い子が多くいます。最上

級生として、次の世代にどうこの部活を渡

していくか、それを考えて日々の練習に取

り組んでいきたいと思います。自分が 1 年

生の時、この部活動は良い意味でサークル

のような楽しい部活でした。そこから、2、

３年ほどで勝ちに向け楽しく野球をする集

団に変わりました。また、その中で自分自身

の技術向上のために練習する部員も増えま

した。個人的には良い流れが続いてきた今

の硬式野球部の感じをこれからもずっと続

けて欲しいと考えています。最後になりま

したが、OB、OG の皆様、日頃から多くの

ご支援いただき、誠にありがとうございま

す。勝利、２部昇格という形で皆様に恩返し

ができるように最後のリーグ戦頑張って参

ります。機会があればぜひご観戦いただけ

ると有り難いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               背番号９ 

4 年 深谷浩大(ふかやこうだい) 

          愛知県 知立東高校 

 

春季リーグ戦、上南戦お疲れ様でした。春

季リーグ戦は、今回 2 位という結果に終わ

ってしまいました。昨年の秋リーグ戦を 4

位という結果で終え、その時に出た課題が

個人のスキルアップという点でした。チー

ム全体の力は他のチームとは大きく変わら

ないにもかかわらず、ピンチの場面でピッ

チャーが投げ勝つことができない、打者で

は、スピードボールの投手に対して、対応で

きないといった個人の課題が明確に出まし

た。そこで、冬のオフ期間では、多くの選手

が 2 部リーグに行くために、工夫したと思

います。野手の中心選手を筆頭に、関東のト

レーナーの下へ足を運び、指導を受けるこ

とや、冬の自主練習期間でも多くの野手陣

が参加し、個人のレベルアップを図りまし

た。また、投手陣もトレーナー下へ足を運び、

終盤の競った場面で、投げ切る力をつけて

いきました。結果としては、出てきていると



思っています。個人としても、練習試合を含

め、昨年にはなかったしっかりと振り切る

力と鋭い打球が多く飛ぶようになったし、

チーム全体でもどうやったらもっと打てる

ようになるか、打球を遠くに飛ばせるよう

になるかを自分で考えたり、他の選手にア

ドバイスを求めたりする場面が増えている

と感じています。秋にもう一度勝つために

は、こうした雰囲気を続けていかなければ

勝てないと思います。冬の数か月チーム全

体でやっただけでは、終盤の大事な場面で

勝ち切ることはできないし、他のチームと

差を埋めることは難しいと思います。まず

は、自分から野球がうまくなりたい、このチ

ームで勝つにはどうしたらいいかを考える

選手が一人でも多く増え、そうした雰囲気

が 4 年生から 1 年生全体で浸透していくこ

とが、秋に勝てるようになり、またその先の

南山の野球部にとっても、良い伝統が受け

継がれていくと思います。自分自身にとっ

ては、次が最後のリーグ戦となります。最近

は怪我も多く、満身創痍ではありますが、最

後は勝って終わりたいと思います。そのた

めにも、グラウンドの練習以外での、素振り

や室内練習場での打ち込み、ウエイトトレ

ーニングにもう一度力を入れ、後悔のない

ように大学の野球生活を終えたいと思いま

す。また、個人の結果だけでなく、今後の南

山の野球部の為にも、南山の楽しい野球の

雰囲気や率先して個人練習を行う伝統を残

していけるように、励みたいと思います。最

後になりましたが、春リーグ戦を運営や普

段の練習をサポートして頂いたマネージャ

ーの方々には、感謝を申し上げます。マネー

ジャーの方々がいなければ、球場で練習を

行うことや、リーグ戦にも出場できないた

め、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号５１ 

4 年 原科拓磨(はらしなたくま) 

      岐阜県 多治見高校 

 

春リーグそして上南戦お疲れ様でした。

リーグ戦、上南戦の開催、運営に協力してい

ただいた多くの協力者の方々のおかげで無

事に終える事が出来ました。本当にありが

とうございました。また、沢山の方に応援に

駆けつけて頂き、後押ししてもらい、本当に

力になりました。ありがとうございました。 

春リーグでは、優勝決定戦に敗れ 2 位とい

う結果に終わりました。チーム全体として

リーグ戦を通して打撃力を発揮する事が出

来ていたと思いますが、ここ 1 番での勝負

強さが無く、優勝を逃す形になりました。今

チームに限らずここ 1 番での勝負強さはず

っと課題になっているので、チーム全体で

練習から意識してここ 1 番で強い力を発揮

出来るようにしていきます。 

個人としては指名打者として起用してもら

ったもののほとんど貢献する事が出来ませ

んでした。頭にて死球を受けてから自分自

身でも打撃が崩れていくのがわかり、焦っ

て変に修正しようとして迷走してしまいま

した。自分が打てばもっと楽に勝てた試合、



優勝決定戦も勝つ確率は上がっていたと思

うので非常に悔しいです。 

今後このような形で打撃を崩さないように、

これまで意識をしてこなかった体幹や脇腹、

肩甲骨など身体のコアの部分を意識して練

習をしています。まだ、身体に染み込んでお

らず、ぶれる事もありますが、ボールの見え

方が良くなったり凡打の内容が良くなった

りと良くなってきている実感はあります。 

上南戦では、春リーグの反省を活かした打

撃練習の成果が出たと思います。途中出場

で 2 打数 2 安打と結果を残す事が出来まし

た。1 本目は左投手、2 本目は右投手から打

つ事が出来た事、そして 2 本目は追い込ま

れてから変化球を崩されずに打てた事。こ

れらの成果はやはり身体のコアを意識して

いる成果だと思います。 

次の秋リーグで学生生活最後となります。

自分自身が出来うる事をやりきって、スタ

メンだろうがベンチだろうが何が何でもど

んな形でもチームに貢献して優勝し、入れ

替え戦へ進み 2 部昇格を果たしたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               背番号１ 

   3 年 國井飛悠吾(くにいひゅうご) 

           岐阜県 加納高校 

 

 今回の春のリーグ戦で、メンタルコント

ロールの重要性を学んだ。何試合かスタメ

ンで使っていただき、自分の精一杯のプレ

ーをしようと努力した。とても緊張してア

ップの時から浮き足立っているような感じ

になってしまい、思ったようなプレーがで

きないこともあったが良い経験をさせてい

ただいたと思う。 

春休みの合宿では自分の課題に向き合う時

間を多くとる事ができた。バッティングで

は、前軸になってしまっていたので、体の

中心の軸で回れるように反復練習を繰り返

した。そのおかげで、前から来るボールに

対しても軸をぶらさずにスイングすること

ができるようになってきた。今後の課題と

しては、両肩と骨盤が後ろ軸にしたことに

よって後ろにそってしまっているので、地

面に対して垂直に回れるようにしていきた

い。また、トップを作った時に、左足の内

側に壁を作って体重移動の際に右足の外側

に壁を作って強いスイングができるように

していきたい。さらにレベルアップしてい

くために、できるだけ早い段階からスイン

グ軌道をボールの位置に合わせて、少しで

も長く線の状態が維持できるように努力し

ていきたい。右肘の引きと、左肘を早く体

に付けて、回転することを意識していきた

い。守備では、以前に比べて走り込みがで

きていないので、捕球の際に足が動かず、

バウンドが合わないということが多くあっ

た。また横の打球に対して、移動する際に

体が浮いてしまっているし、前後の動きも

鈍くなってしまっていると思う。ダッシュ

系のアジリティトレーニングに加えて、下

半身強化もしていかなければならないと思

った。新チームになって、来秋のリーグ戦



で 2 部昇格という目標がたったのでそれに

向けて精一杯取り組んでいきたい。またチ

ーム内で、特にプレーに関するコミュニケ

ーションを活発に行っていき、さらに成長

していけるようにしたい。 

春のリーグ戦で課題に上がったメンタル面

を改善していくためには、普段の練習から

いかに実戦を想定してできるかだと思うの

で、頑張ってやっていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号２１ 

       3 年 片田怜(かただれい) 

           愛知県 名東高校 

 

春のリーグ戦お疲れ様でした。今回のリー

グ戦では 3 部で優勝し、入れ替え戦を勝ち

2 部に昇格することを目標としていました

が3部2位という悔しい結果となりました。

チャンスの場面でのバッティングや取れる

アウトを確実に取ることが主な課題として

挙げられます。今回のリーグ戦では中軸の

バッターに頼ってしまっていたので、上位

の打順から下位の打順まで全てのバッター

がチャンスでヒットを打つことができるよ

うにしていきたいです。 

 個人としては、成長を感じた部分と課題

となる部分がありました。成長を感じた部

分は、前回のリーグ戦ではあまり試合に出

ることができませんでしたが、今回のリー

グ戦では全ての試合に出場することができ

ました。また、大学で 1 本目のホームラン

を打つことができました。課題となる部分

は、ピッチャーの球速が速くなると打ち損

じ増えてしまったことです。守備の面では、

エラーにはなっていないところのミスが出

てしまったことです。中継の時の握り変え

や一歩目の反応の速さを改善していきたい

と思います。優勝を決める試合では自分は

ほとんど活躍することができず、とても悔

しい思いをしました。 

 少しずつ夏休みの練習を行っていますが、

普段の練習よりも長く時間を取って練習を

行うことができるので春のリーグ戦で優勝

するために足りなかった部分を改善してい

けるように練習していきます。守備面での

課題をいくつか挙げましたが、チーム全体

としての守備力は上がってきていると思う

のでこのまま継続して守備力を上げていき

たいです。1番の課題はやはりバッティング

なので、夏休みの練習では特に打撃力を上

げることを考えていきたいと思います。た

だ打って点を取るだけでなく、どのように

したら点を取ることができるかなどを考え

て、いろいろな点を取る手段を身につけて

いきたいです。 

 最後に、次のリーグ戦は自分に取って最

後のリーグ戦となるので、目標である 3 部

優勝、2 部昇格を果たします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号２３ 

3 年 宇野敏基(うのとしき) 

岐阜県 県立岐阜商業高校 

 

 春季リーグ戦お疲れ様でした。主将として

挑む初めてのシーズンでしたが、チームの

先頭に立って取り組む難しさを強く感じた

シーズンでした。 

結果としてリーグ戦 2 位に終わり、目標と

していた３部優勝、２部昇格に届かない結

果となりとにかく悔しい結果になりました。

最終戦まで全勝で進み、コールドゲームで

勝ったり接戦を制したりして本当にいい試

合が多くチーム力が上がってきたと感じて

いたので最後の最後で勝ちきれなかったと

いうところにチームの弱さが出てしまった

と思います。 

 秋に向けて得点力をあげることを課題に

夏休みの練習に取り組んでいきたいと思い

ます。また元気で勢いのある新１年生が入

ってきてくれたので新たな風としてチーム

にいい影響を与えてくれているので上級生

も負けないように必死に取り組んで秋のリ

ーグ戦までに３部では負けない勝てるチー

ムに仕上げていきたいと思います。 

個人的には主将としてやることの多さ考え

ることの多さに苦しむことが多かったと感

じたシーズンでした。チームのことと自分

のことの両方を考えながらプレーすること

がここまで大変なことだとは思いませんで

した。自分なりに両立し個人の結果として

少しはチームに貢献はできたと感じていま

す。しかし、スタメン時に結果が出せず、悔

しい思いをしたので、秋のリーグ戦までに

さらに力をつけ、フル出場しながら結果が

出せるようにしていきたいと思います。 

春のリーグ戦が終わり、夏休みに入りまし

たが秋のリーグ戦まで本当に時間がありま

せん。夏休みでたくさんの時間があり、全体

練習以外でも個人個人で差が出る時期にな

ると思います。その中でチームメイトの調

子のいい選手、力がついてきている選手の

見極めが秋のリーグ戦の結果に大きく影響

してくると思います。主将として勝つため

にしっかりと考え、チームの勝ちにつなが

る判断をしていきたいです。自分自身の最

後のシーズンとして強い気持ちをもって挑

みたいと思います。 

選手一同優勝目指して必死に取り組みます

のでＯＢ、ＯＧの皆様からの熱い応援をい

ただけると幸いです。 

選手全員で優勝目指して全力で頑張ろう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号２４ 

     3 年 小澤奏太(おざわかなた) 



          愛知県 長久手高校 

 

 春季リーグ戦お疲れ様でした。今年度の

春季リーグは 3 部リーグ 2 位という結果に

終わりました。2部に上がることを目標にし

ていたため、非常に悔しい結果となってし

まいました。名古屋工業大学戦以外の試合

は全勝しており、とても良い流れでした。し

かし、昨年からなかなか 1 位になることが

できず、反省点から何かを変えていかなけ

ればいけないと感じました。 

守備面では、エラーが多かった印象を受

けました。エラーをすると試合のテンポが

悪くなったり、点を入れられてしまうこと

があったりします。ピッチャーがその後続

のバッターを打ち取ることができればいい

ですが、ピッチャーも試合の流れがないと

打ち取ることは難しいと思います。そのた

め、初回や回の先頭バッターなど、入りの部

分でのエラーは極力無くさなければいけな

いと思いました。これはフォアボールやデ

ッドボールも同様で、試合の入りは全員が

集中のギアをあげるべきところだと改めて

感じました。 

攻撃面では、チャンスを活かしきれてい

なかった印象がありました。チャンスはプ

レッシャーのかかる場面であり、相手のピ

ッチャーも力を入れるところであるため、

なかなか打つことは難しいです。しかし、淑

徳戦のようにヒットを打たなくても、強い

ゴロを打ち相手のミスを誘ったり、選球眼

を良くしてフォアボールを狙ったりするこ

とで点が入ることもあります。そのため、ど

うしても打てない場合や不調の時などはヒ

ット以外のことを狙うのも一つの手だと思

いました。とは言え、しっかりとチャンスを

活かし切れた場面もあり、数多くチャンス

メイクをできた、相手のミスにつけ込むこ

とができた、という点では良い攻撃ができ

たとも言えると思います。 

個人としては試合に出る機会はあまりな

かったですが声を出して盛り上げたり、ベ

ンチワークをしっかりしたりとチームに貢

献することができました。特に雰囲気作り

という点では試合に出ている人だけでなく、

自分も含めチーム全員が声を出し、フィー

ルドの中からも外からも常に明るい声が飛

び交っていたので良かったと思います。ま

た、一人ひとりが野球を楽しめているよう

に感じました。これらの良かったところは

継続、悪かったところは改善していくこと

によってもっと楽に試合で勝つことができ

ると思いました。そして、野球を楽しみなが

らも 2 部昇格を目指して頑張っていきたい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             背番号２７ 

3 年 田中颯一朗(たなかそういちろう) 

         愛知県 長久手高校  

 

 昨年の秋に先輩方が引退して、自分たちの

学年が中心となる新チームが始まりました。

今までのように野球だけをやっていれば、

いいというような環境ではなくなりました。



そのため、今までと違う状況の中でやる野

球は、大変なものであると感じました。冬に

は、他学年と少し衝突もありました。その中

で色々と話し合い、試行錯誤してなんとか

チームを作っていこうと努力しました。そ

のような中で望んだ春季リーグは、2位とい

う結果を残せました。我々のチームの目標

は、リーグ優勝、そして 2 部昇格であるの

で、そこには及ばない結果となりました。そ

の春季リーグは、最終戦の名古屋工業大学

戦まで両チーム全勝で迎えた中での試合と

なり、優勝がかかった重要な一戦となりま

した。終盤までリードして迎えましたが、逆

転され負けてしまいました。しかし、春季リ

ーグ全体を通して見れば、チームの良いと

ころもたくさん出たと思います。もちろん、

悪い部分も出たと思います。秋までには、短

所を修正してリーグ戦に臨めるように、

日々の練習や試合に取り組んでいきたいと

思います。また、それと同時に長所をしっか

りと伸ばせるように取り組んでいきたいと

思います。また、リーグ戦が終了すると、上

南戦がありました。今年は東京での開催と

なりました。自分たちは、昨年初めて経験し、

今年が 2 回目となりました。東京での開催

は、当然初めての経験でした。上南戦は、序

盤からリードを奪い試合を優位に進めるこ

とができました。その結果、試合に勝利する

ことができました。東京まで遠征し、普段と

は、違う相手と試合をするという経験は、

中々できるものではないと思います。さら

に、試合に勝利することができ、より良い経

験となりました。これは、南山大学の体育会

に所属する特権であると感じました。この

経験を今後にも活かしていきたいと思いま

す。秋のリーグ戦では、春よりも良い成績が

残せるよう頑張りますので、応援よろしく

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

背番号３３ 

       3 年 柴蒼輝(しばそうき) 

           愛知県 天白高校 

 

 新チームが始まって、半年以上が経ちま

した。新チームになって、自分達が主体にな

ってやっていくことがとても大変だと実感

しました。これまでは自分達のやりたいよ

うにやっていましたが、チーム全体を見る

必要があり、下級生・上級生からの意見を取

り入れながらやることが必要になりました。

実際一度オフの時期に下級生・上級生から

自分らの学年に対して反発の声が上がりま

した。その中で、自分達の学年は行動の責任

の重さを実感して、年明けの練習からは意

識を変えて練習に取り組むことができまし

た。春休みは練習、試合、合宿でとても充実

して日々を過ごすことができました。そん

な日々を過していたらあっという間に春の

大会が始まってしまいました。今春は先発

投手として二試合に先発をしてどちらの試

合も勝利をすることができました。相手は

それほど強くなかったですが、自分はチー

ムの戦力になれたのがとても嬉しかったで

す。勝った試合も反省点は多く、あまり満足



できる内容ではありませんでした。それで

も大会で初めて先発として投げることがで

きて、良かったと感じております。大会は最

後の試合で負けてしまい、惜しくも準優勝

に終わってしまいました。その中で 1 番嫌

だったのは他の選手に任せっきりになって

しまったことです。一人のエースの子がほ

とんどの試合を投げて自分は先発した二試

合以外戦力になることができませんでした。

それは自分の中でこれまでにない経験だっ

たので、もっと頑張って投げられるくらい

の実力になりたいと感じました。僕たちの

学年は次の秋季大会で引退となるので万全

な状態で挑めるように現在練習しておりま

す。私は自分が出ている大会で優勝をこれ

までしたことがありません。だからこそ次

の大会は自分も戦力として使ってもらえる

ようにしっかり練習をして、自分自身納得

いく形でこれまでの 14 年間の野球人生を

締めくくれるように頑張りたいです。そし

て最後は 3 部優勝、2 部昇格をして引退し

たいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号５９ 

   ３年 古庄勇斗(ふるしょうはやと) 

           愛知県 星城高校 

 

僕にとって、今回の春リーグも苦い思い

出が強く残ったリーグ戦になりました。な

ぜなら、リーグ戦直前に怪我をした挙句、調

子を崩して、チームに迷惑をかけてしまっ

たからです。春の合宿の初日に、捻挫をして

しまいました。1年生の時から繰り返してい

た左足をまたしても負傷してしまいました。

そこからというものの、必死でリハビリや

治療をしたものの、春リーグに万全の状態

で挑むことは叶いませんでした。しかし、小

谷投手や川人投手、柴投手が好投してくれ

て、打線と守備が奮闘してくれたことによ

って、最終戦まで優勝の可能性を残すこと

が出来ました。また、そんな状態の自分にも

登板機会を与えてくれたキャプテンやチー

ムの皆には感謝しかありません。最終戦の

名古屋工業大学戦では登板機会がないまま

敗戦してしまい、悔しい思いをしました。入

れ替え戦に出場出来ない事が決まった瞬間

の失望感はとても大きかったです。しかし、

チームで優勝を目指して最終戦まで挑めた

時間は充実感に溢れていました。しかし、こ

のような苦い経験から得たものがいくつか

あります。まず 1 つ目は体のケアの大切さ

を再確認出来たことです。それなりの強度

で競技を行っていれば、当然体への負担は

かかります。そのため、毎日ケアを行うこと

が大切になります。しかし、以前の僕はこん

な当たり前の事に気づいていませんでした。

もちろん、ケアをしても、怪我をすることは

あります。ましてや怪我を繰り返してしま

っている部位は怪我のリスクは高まります。

それでもケアや準備を大切にする事で怪我

の可能性を下げることは可能です。野球以

外にもケアや準備が大切というのは共通す

ると思います。手術や大事に至ることなく、

これに気づけたことは十分収穫だといえる



と思います。次に 2 つ目はより工夫するよ

うになれたことです。怪我をしてボールが

投げられない期間があったからこそ、頭を

使って取り組むことが出来ました。他にも

沢山の得たことがあります。これらの経験

を生かして、秋リーグは優勝した上で、皆で

充実した時間を過ごしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             マネージャー 

   3 年 岡本歩乃佳(おかもとほのか) 

           愛知県 愛知高校 

 

春リーグ、新人戦、上南戦お疲れ様でした。

日頃より南山大学硬式野球部を支えてくだ

さっているすべての方々に感謝申し上げま

す。最高学年のマネージャーとして活動し

ていくうえで、皆様からのご支援があるか

らこそ南山大学硬式野球部は存続している

ということを強く感じました。誠にありが

とうございます。 

昨年度１０月より先輩方が引退し、マネ

ージャーの中心として活動するようになり

ました。先輩方が引退されてすぐに歴代の

マネージャーの方々の凄さを身に染みて感

じました。目に見えている仕事の影に倍以

上の知らなかった仕事の存在に驚きました。

これらの仕事をずっと繋いできた歴代のマ

ネージャー方に尊敬と共に、後輩が仕事を

しやすいように教え伝えてくれたことに感

謝しています。また、私の代ではいくつかの

仕事を選手が担当してくれています。選手

のみんなにも感謝を伝えます。私たちの代

から連盟、学生課の速報の出し方や選手登

録の仕方、申請書のフォーマットが変更に

なりました。しかし、先輩方が残してくれた

データからスムーズに変更することができ

ました。私も次の代、その次の代がより楽に

仕事がこなせるような取り組みを行います。

今年度から試行的ではありますが、この部

報も印刷して郵送ではなく、データでの共

有を行います。良いところは残して、より良

い方法があればこれらに対応していくこと

が必要なのかなと思っています。 

 春の大会が二位という結果が決まった対

名古屋工業大学戦終了後、私自身は選手で

はなく自分自身は直接的にチームの力にな

れたわけではないですが、とても悔しい思

いをしたのを覚えています。この大会に向

けて多くの選手がオフシーズンも練習に励

んでいたと思います。これらの努力を知っ

ていたからこそ私以上に選手は悔しいだろ

と思います。この悔しさを糧に夏休みの練

習、合宿を経て良い結果で秋の大会を締め

くくれることを願います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

               背番号４ 



2 年 宮城翔生(みやぎかい) 

奈良県 天理高校 

 

冬の練習中にけがをしてしまい、私は満足

のいくプレーをすることができず、春の練

習、練習試合、そして春季リーグを終えてし

まいました。春季リーグは 2 位に終わって

しまい、自分としてもチームとしても心残

りがある大会になったと感じています。そ

の中でも、自分は活躍する選手や試合に出

場したいという気持ちがあるも、満足に野

球ができないという葛藤を感じていました。

夏を経て、二部リーグに昇格するために、よ

り野球について考える時間を設けて、自分

に何ができるのかを考える必要があると思

います。自分ができることはやはり打撃面

で、チームを牽引し、チャンスで打てる打者

になることではないかと考え、日々打撃フ

ォームを確認し、筋力トレーニングやイン

ナーマッスルに励んでいます。 

 二部リーグに昇格するために春のリーグ

から当然、チームは成長していく必要があ

ると思い、その中でメンバーの交代や個々

のレベルアップが求められていると思う。

昨年度は春季リーグ２位で終えながら、秋

季リーグを 4 位で終えてしまったこともあ

り、決して簡単に二部リーグに昇格し、個々

のレベルアップができるわけではないと思

います。しかし個人が少ない練習時間を利

用して、ここに与えられた時間を有効に使

うことで、個人並びにチームのレベルアッ

プが達成されると思います。今年の春季リ

ーグを経て、名古屋工業大学が二部リーグ

に昇格し、南山大学も負けずに二部リーグ

に昇格し、春季リーグの悔しさを晴らして

いきたいです。ただそんななかで、いつも応

援してくださっている方に感謝して、野球

をしていきたいです。 

 自分の高校野球時代は、新型コロナウイ

ルスの影響で、最後の夏は中止になり、野球

をすることですらままならない状態で、直

接試合会場に応援できる方も限られていま

した。しかしそんな中でも、陰ながら応援し

てくださる方もいらっしゃり、本当にあり

がたい気持ちになりました。そんな方に恩

返しという形で、二部リーグに昇格してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号１５ 

2 年 澤村一輝(さわむらいっき) 

三重県 津田学園 

 

 春季リーグ戦、また新人戦、お疲れ様でし

た。今春はコロナウイルスによる制限も大

幅に緩和され、昔の日常が戻る中での開催

となりました。まだまだ感染者は多いとい

う状況ではありましたが、無事終えること

ができとても嬉しく思います。 

春季リーグ戦では、新しく入部した 1 年生

とのコミュニケーションを大事にしました。

試合の出番というのはありませんでしたが、

先輩方が野球に全力をそそげるよう、ベン

チワークや、試合の運営などを手伝わせて

いただきました。そこで見た、先輩たちの姿

はとてもかっこよく偉大なものでした。そ



の先輩たちの姿を見せてもらったからこそ、

自分たちの代になった時にその先輩方を超

えられるように学年としての目標をもって

いこうと思います。 

また、新人戦では 1 回戦で 2 部リーグに所

属している愛知産業大学に敗れてしまいま

した。相手は昨年まで 1 部リーグに所属し

ていたいわゆる格上との対戦でした。しか

し自分たちの練習の成果がしっかりと出て、

善戦することができました。私は勝敗も大

事だと思いますが、強いチームと対戦でき

たということが 1 番の経験になったと思い

ます。普段試合をすることのない相手と戦

えたことは、自分たちにとって大きくプラ

スになるものだったと思います。愛知産業

大学の戦い方、プレーを見ながら、私たちに

取り入れてもいい技術を探すことができ、

新たな発見を生むことができました。また、

負けてしまったからこそ、来年リベンジす

るという目標にもなりました。今回、僅差で

負けてしまった分、どうしたら来年リベン

ジすることができるのか、どんな練習をし

たら勝ちに近づけるのかをしっかり考えて

練習していこうと思います。 

次の秋リーグ戦で、3 年生、4 年生はほとん

どの人が引退されてしまいます。先輩たち

に悔いを残して引退してもらいたくないた

め、感謝の気持ちを忘れず、自分にできるこ

とをしてサポートしていこうと思います。 

またコロナ禍で多くの制約がある中、監督、

主将、副主将、主務、マネージャーの方たち

のおかげで部活動が円滑に進められている

ことに感謝して、OB、OG の方々が応援し

てくださる気持ちに応えられるよう、プレ

ーしていこうと思います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号１８ 

2 年 小谷勇輝(こたにゆうき) 

          愛知県 至学館高校 

 

春リーグに関して優勝しきれないところは

まだまだ力不足であった。優勝決定戦の試

合ではその前の週と比べて体の軸がずれて

いた。何かがおかしいと思っていたが自分

にはそれを改善する引き出しはまだ持って

いなかった。昨年の冬から春にかけて球速

も 130 キロ台まで伸び、やっと球が遅いと

言われることは少なくなった。しかし 140

キロを投げなければ圧倒することはできな

いことを学んだ。ウエイトトレーニングも

本格的に行い、投球に更なる磨きをかけた。

リーグ戦序盤はやってきたことが出せて、3

部リーグでは打たれることはほとんどなか

った。しかし、後半戦では平日の試合がない

日をトレーニングに加えて体のケアをする

ことに多くの時間をかけてきた。たくさん

投げてきたことによる筋力トレーニングの

ボリュームの低下がパフォーマンスダウン

に繋がったのだろう。10 試合に満たない試

合数であるが疲れが出てしまっていては話

にならない。新人戦に関してはリーグ戦か

ら続いていた若干の肩の痛みから球速が



120 キロ台まで落ち、8 回 4 失点と内容は

悪いが、練習の量を考えると当然のことだ。

チームには申し訳ないが、自分は特に気に

していない。上南戦の東京遠征で自分のピ

ッチングに大きな変化が出た。2 泊 3 日で

試合は 1 日なので空き日があった。関東に

は良い指導者が多いと聞くので有名なリカ

バリーの MTX というところと BCS 武蔵浦

和店にお邪魔させていただいた。リカバリ

ーの方では自分の筋肉の緊張が強いところ

を把握することができ、そこを重点的に治

療して頂いた。ものすごく体が軽くなった。

BCS では投球動作の真髄を学びながら、正

しい動きを自分の投球動作に落とし込む作

業をして、スムーズになり結果的に球速が

少し上がったような気がする。次の日のピ

ッチングでは相手を圧倒したがまだ 140 キ

ロには満たない。秋リーグに向けて期待す

る選手は自分自身である。特定の選手に期

待を寄せて他人に頼るような選手は成長し

ない。常に自分に期待することこそ最大の

プレッシャーになるだろう。常にベストを

出すピッチングを目指して調整していきた

い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

               

背番号２２ 

2 年 花井慧汰(はないけいた) 

        京都府 京都外大西高校 

 

 昨年と同じく後一歩が届かなかった春の

リーグ戦。悔しい以外の他何も無かった。し

かも、負けた相手も去年と一緒だ。昨秋を終

えて、新チームになってから自分自身下級

生ながら副キャプテンを任せて頂いた。上

級生も多くいる中で、自分が副キャプテン

になることを認めてくれた事はすごく感謝

したい。チームとしては 2 部を目指してい

るが、自分が入学してから春リーグにおい

ては 2 年連続であと一歩二部昇格を逃して

いる。そして、今年名工大が 3 部から 2 部

へと昇格した。勝てた試合だった。だからこ

そ、このチャンスを逃したことがものすご

く悔しい。｢勝てた｣という言葉を使うこと

は言い訳とも捉えられ、すごく恥ずかしい

のは自分でもよくわかっている。ただ、ミス

から流れを渡し、その流れに相手が乗り負

けた。仕方ないミスではなく、｢なんでそう

なる｣というミスは何も仕方なく無い。負け

に行っているようなものだと自分は思う。

それではいつまで経っても 2 部への昇格は

厳しい。だからこそそういった野球を少な

くとも自分はしたくない。秋までの残りの

期間は僅かだ。1から全部は変えていくのは

難しいが、全員が同じ目標に向かって束に

なって戦えるチームは強いし、相手からし

ても怖い。春前まではチームはバラバラだ

った。現時点でひとつになれているとは思

わないが、この残りの期間チームがひとつ

になれるように、ひとつにできるように全

力を尽くしていきたい。そしてこの秋 3 部

での優勝を果たし、来春からの 2 部昇格に

向けて日々励んでいきたい。野球を楽しむ

というこのチームの特色もあるが、野球と

いう勝負事はやっぱり勝たないと面白くな



い。自分の技量が上がって、チームの役に立

って勝つことで楽しい、それが野球の楽し

み方だと、自分は考える。負けていいことな

んて誰一人ないと思う。何年も果たせてい

ない 2 部昇格へは遠くないように感じるが

実は遠い道のりだと思う。どれだけ 3 部で

2 位になろうが 1 位にならなければ入れ替

え戦へは進めない。まずは 3 部での優勝。

そしてそこを通過点として、2 部への昇格を

しっかりと果たしていきたい。2位ではなく

1 位になるために。この秋で 4 年生は卒業

してしまうし、4年生と野球できるのも残り

僅かだ。4年生が最後笑って締められるよう

に全力で勝ちに行きたい。今後とも応援よ

ろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号２９ 

2 年 小西裕一郎(こにしゆういちろう) 

          岐阜県 加納高校 

 

 自分が南山大学硬式野球部に入り 2 年目

となりましたが変わらず楽しく活動できて

いると思います。これからも今までの野球

部に受け継がれてきたものを継承しつつ楽

しく活動し、より強くなっていければと思

います。今年の春のリーグ戦では、スタメン

ではなくベンチから先輩方をサポート、応

援していた昨年とは異なり今年の春は自分

も試合に出させていただく機会が増えたこ

とで自分にとってとても良い経験になりま

した。しかしチームの目標であった 3 部で

優勝し 2 部に上がることができなかったこ

とはとても悔しいです。チームとして悔し

い結果となった今年の春リーグでしたが自

分個人の成績も物足りない成績に終わって

しまいました。特に優勝決定戦となった名

古屋工業大学との試合では自分の打力の無

さに改めて気づかされ、もっと個人として

もチームとしても打力を上げていくことが

必要だと感じました。これからは重要な局

面で結果を残せる選手になっていきたいで

す。 

 今年は昨年出場機会のなかった新人戦に

も出させていただきました。チーム一丸と

なって戦いましたが結果は完全な力負けで

した。ここでも自分たちの打力の無さを痛

感させられました。ただ、2 部の 3 位のチ

ームとの対戦を通して全く通用しないわけ

ではないとも感じました。とてもいい経験

になったので今後に活かしていければいい

なと思います。 

 今年の秋のリーグ戦で現在残ってくださ

っている 4 年生や 3 年生のほとんどの方々

が引退することになります。一緒に野球を

できる最後のチャンスになるかもしれない

ので 1 秒 1 秒を大切に悔いのないようにプ

レーし、リーグ戦が終わった時に全員が笑

っていられるように頑張りたいです。 

 最後に、自分が好きに野球をやれている

ことが当たり前なことでは無いということ

を忘れず、監督を務めてくださっている横

江さんをはじめ支えてくれている両親やキ

ャプテン、主務、マネージャー、チームのみ

んな、また長年硬式野球部を支えてくださ



る OB の方々に感謝の気持ちを持って、こ

れからも楽しく野球を続けていけたらと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号３４ 

2 年 西塚制覇(にしづかせいは) 

       三重県 海星高校 

 

 春季リーグ、新人戦、上南戦お疲れ様でし

た。また、今回の公式戦開催にあたって運営

していただいた方、多くの応援をしていた

だいた方に深く感謝申し上げます。 

 今年の春季リーグは結果としては惜しく

も 2 位となり、目標としていた 3 部優勝、

2部昇格には届きませんでした。昨年から試

合に出させていただいておりますが、やは

り負けると悔しさしかありません。自身と

しては、打率リーグ 2 位、本塁打王、打点

王を獲得し、敢闘賞を受賞させていただき

ました。冬の間に掲げた目標である誰にも

文句を言わせない結果を残すという面は達

成することが出来ました。それと同時に冬

の間、取り組んできたことが結果として答

えが出てきました。しかし、いくら 1 人が

打っても、絶対勝てるわけではないのが野

球というスポーツです。今回のリーグでは

主に、3、4 番を任されましたが、最終的に

優勝出来なかった点においてまだまだ力不

足であると実感しました。愛知淑徳大学戦

では 9 回決勝ホームラン、名古屋工業大学

戦では点差を広げるスリーランなど活躍さ

せていただきました。しかし、必ず次も同じ

ように接戦で試合できる、次こそ勝てると

いう訳ではないです。リーグ戦が終わり 5

ヶ月のうちに他大学の選手もレベルアップ

してきます。昨年も春季リーグは 2 位でし

たが、その結果に甘んじ秋季リーグは 4 位

という悔しさの増す結果となっています。 

 また、新人戦においても 2 部の愛知産業大

学に 5 対 0 と完敗し力の差を感じました。

正直点差以上に個人の能力の差を感じまし

た。しかし、秋季リーグで 2 部昇格を果た

すためには、その差を埋める、追い越すこと

が必要となってきます。その、点上南戦では

上智大学はサブメンバーではありましたが、

個々の力を結集させ春季リーグの頃よりも

チームとしての力が上がっているなと感じ

ました。試合終了後に上智大学の選手とバ

ッティングについて話し合う機会があり、

改めて野球というスポーツの奥深さ、本質

を見抜き突き詰めることが大切であると認

識しました。 

秋季リーグまではあと 1 ヶ月半程度しかあ

りません。上下関係が厳しすぎず、対等な関

係で分からないことは質問し合える、指摘

し合えるという点は南山野球部の強みだと

思います。この長所を活かし、限られた練習

時間、練習場所であっても日々、鍛錬を惜し

まず自分自身のレベルアップを図りたいと

思っております。 

今回の春季リーグや新人戦、上南戦でも、多

くの方の応援やサポートが力となりました。

練習試合とは違い、見に来ていただいて応

援してくれている方がいることで私たち選



手は持っている力を存分に発揮することが

できます。応援してくれている方への感謝

の気持ちを忘れることなく、秋季リーグで

はチームとしての目標である 3部優勝、2 部

昇格を必ず達成し、個人としては、他者の追

随を許さない結果を残します。引き続き応

援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号４１ 

2 年 武田知樹(たけださとき) 

     愛知県 高蔵寺高校 

 

 私の目標はリーグ戦に出場し、チームに

貢献することです。その目標を達成するた

めに私は自身の長所を磨くことを意識して

毎回の練習に励みました。自身の長所を磨

くことができれば試合に出場できる確率が

上がります。そんな私の長所は、機動力だと

考えています。その機動力を活かし、どうす

れば相手が嫌がる走塁をすることができる

のか、どうすれば先の塁をうまく狙うこと

ができるかということを必死に探していき

ました。そのような走塁をするために、先輩

に自分から話しかけてアドバイスをもらう

ことやプロの野球選手の動画を見るという

ことをしていきました。また、自宅でも体幹

トレーニングやランニングをするというこ

ともしました。初めは失敗することが多く、

目に見える結果はでませんでした。そして、

自身の長所は長所ではないと思うことあり

ました。しかし、私は諦めずに小さな努力を

重ねていきました。そして、少しずつではあ

りますが、私の求めている形へと近づけて

いくことができました。その結果、代走とい

う形ではありますが、初めてリーグ戦に出

場することができました。代走では、初めて

の出場ということもありとても緊張しまし

た。また、あまり目立つ活躍をすることもで

きませんでした。これからもっと改善して

いく点はあると痛感をさせられました。し

かしながら、それよりも初めてリーグ戦に

出場することができたという嬉しい気持ち

の方が大きかったです。私の小さな努力は

無駄ではないと自分自身で証明することが

できたと思います。今回は試合に出場する

ことはできましたが、まだレギュラーメン

バーになることができたというわけではあ

りません。これからもずっと代走で試合に

出場するわけにもいきません。だからこそ、

私はまたこれからも小さな努力を継続して

いきたいと思います。今回は機動力を磨く

という目標を立てたことにより、その目標

に向かって励むことができました。そのた

め、次の目標はリーグ戦にレギュラーメン

バーとして出場するということを目標にし

ていきたいと思います。そして、自身が出場

しているリーグ戦で長所を最大限発揮して

チームに貢献できるようにしていきたいと

思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号４４ 

2 年 棚瀬柊人(たなせしゅうと) 

           愛知県 名東高校 

 

 春季リーグ、上南戦お疲れ様でした。上南

戦では、東京開催ということで、ワクワクし

ながら東京に向かいました。チームが一体

となり、2年連続の勝利のために全員が試合

に入っていく姿勢は素晴らしかったです。

試合前や後の上智大学の方との交流など貴

重な経験ができた上南戦でした。宿泊を共

にしたこともあり、仲間と過ごす時間が増

え、より一層仲を深めることができた 3 日

間でした。来年の名古屋開催でも 3 年連続

の勝利のために戦おうと思います。春季リ

ーグは、チームとしてリーグ 2 位という結

果に終わってしまいました。自分はベンチ

から試合を見ていたのですが、優勝決定戦

の名古屋工業大学との試合で最後の最後で

打たれた時、打たれた悔しさと同時に、ベン

チにいて、なにもできていない自分に対し

て悔しい気持ちになりました。大学野球を

初めてから 1 年が経ち、たくさんの事を経

験しながら 2 年目を迎えました。まだ、野

球においてチームの力になっているかと言

われればそうではないという自覚がありま

す。今年こそは、レベルアップし、試合に出

場し、試合でしか得られないものを学んで

いきたいと思います。秋季リーグに向け、こ

の夏休みは目標を持って、課題を克服なが

ら練習していきます。まだ試合に出ていな

い人達が個々でレベルアップし、今試合に

出ている人達を脅かす存在になれればチー

ムとして力をつけていくことができると思

います。学校がある期間は週に 2 回の練習

しかありませんが、夏休みは週に 4 回も練

習があるので、そこでもっと身近に野球を

感じ、毎日ボールに触れ、自分なりに色々と

試行錯誤しながら取り組みます。主体的な

行動、考える力こそが野球の技術の上達に

繋がると思うので、今年の夏は、考える野球

を目標にしようと思います。秋季リーグ、ま

た冬を超えた来年の春季リーグで個人とし

て活躍できるようステップアップできる夏

にしていきたいと思います。最後にはなり

ましたが、日頃から南山大学硬式野球部を

応援してくださり、ありがとうございます。

僕達にできることは勝利という結果で応援

してくれている人達を喜ばせることだと思

うのでこれからも頑張っていきたいと思い

ます。今後とも応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号４６ 

2 年 山田健太郎(やまだけんたろう) 

          岐阜県 大垣北高校 



 南山大学野球部に入部してからもう 1 年

が経ちました。今年から下宿を始めたとい

うことで、慣れないこともたくさんあり、は

じめはプレーに集中できない時もありまし

た。そんな時は自分の得意な声を出すこと

を中心になんとかチームに貢献しようとし

ました。 

 秋季リーグの悔しさをバネにチーム全体

が必ず春のリーグ戦は 2 部に上がるという

目標のもとより一層気を引き締めて練習に

取り組みました。リーグ戦が近づいてくる

とチームの雰囲気も少しずつ変わってゆき

ました。厳しい声もチーム内で飛ぶように

なりました。そして迎えたリーグ戦でした。

しかし目標としていた優勝は叶わず、昇格

戦に進むことができませんでした。最終戦

の終盤までリードしていたからこそほんと

うに悔しかったです。そしてミーティング

では次こそは絶対に昇格しようと心に決め

ました。次のリーグ戦は 4 年生の方々と一

緒にプレーできる最後のチャンスです。こ

の秋が昇格する大きなチャンスだと感じて

います。一緒に野球がまだできる喜びと共

に、その大きな壁を越えていかないとレギ

ュラーは掴めないのだと自分の心も引き締

まりました。新チームでは一人一人の強み

を伸ばしていくことが必要だと感じていま

す。大学は DH があるし、ワンポイントで

ピッチャーが出てきても良い、守備固めで

終盤の大事な場面で出てきても良い。野球

は 9 人だけでやるスポーツではないので自

分のストロングポイントを見つけそこを伸

ばすことが大切であると思います。自分の

役割は何よりとにかくチームが暗くならな

いように声を出す事だと考えています。そ

の役割は自分が担っていきたいと思ってい

ます。短期決戦を勝ち抜くにはチームの明

るい雰囲気が大事だと感じています。新人

戦では勝利をできなかったけれど、多くの

経験をしました。その経験を活かし必ず良

い結果が残せるようにしたいです。 

 自分が野球をやれているのは当たり前な

ことでは無いです。試合のサポートをして

いる中で多くの人が関わってくださってい

る事を気づけました。支えてくれている両

親やキャプテン、主務、マネージャー、チー

ムメイト、 OB の方々に感謝の気持ち絶対

に忘れず野球を続けていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号９９ 

     2 年 伊神登生(いがみとうい) 

           愛知県 西春高校 

 

 春季リーグお疲れ様でした。個人として

はピッチャーに転向してから初めてのリー

グ戦でした。機会は多くありませんでした

が、試合で登板もありました。正直ピッチン

グの内容には納得はしていませんが、守備

の助けもありながら、点を取られ、負けに繋

がる事は無かったのでスタートとしては良

かったのではないかと思います。課題や弱

点を絞り出して、これから秋リーグに向け

てその課題や弱点を潰していきたいです。

夏休みには普段よりも多く自由な時間があ

るので、たくさん筋トレして、たくさん食べ



て、たくさん寝て、体大きくして、自分なり

に調整していきたいと思います。良い結果

が出せるように頑張ります。そして、チーム

としてはリーグ戦の序盤からいい雰囲気で

淑徳大学や愛知教育大学にも勝って波に乗

っていました。残り 1 試合になるまで全勝

して、名古屋工業大学と対戦する事になり

ました。序盤に勝ち越して、心の中では「こ

の試合も勝ったな」と思っていましたが、結

果としては負けを喫し、3 部リーグ優勝、入

れ替え戦出場を逃してしまいました。去年

も名古屋工業大学に負けて優勝を逃し、去

年と同じような形で終盤に逆転され、負け

ています。春季リーグはチームの打撃の成

績が良く、今のチームは、攻めよりも守りが

課題であると思うので、秋リーグでは序盤

に点を取ったら逆転されないようにチーム

で綿密に話し合いや練習を重ねていきたい

と思います。ですが、それ以前にチームの

個々のスキルアップやパワーアップをして

いくのが大前提だと思います。私たち学生

は、自分次第では多く時間を作り出せると

思うので、みんなにもたくさん筋トレして、

たくさん食べて、たくさん寝て、体大きくし

て、たくさん練習して、上手くなって欲しい

です。それができれば 3 部リーグで優勝し

て、入れ替えでも勝ち、2 部リーグに昇格で

きると思います。今年の夏は、とても暑くな

りそうなので、体調に気をつけながら怪我

など無く、秋季リーグ戦を終えたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マネージャー 

2 年 斎藤希(さいとうのぞみ) 

         福井県 仁愛女子高校 

 

 春季リーグ戦、新人戦、そして上南戦、お

疲れ様でした。まず、この場をお借りして、

平素より南山大学硬式野球部を支えてくだ

さっているすべての方々に感謝申し上げま

す。横江コーチをはじめ、OB・OG の皆様、

そして球場に足をお運びいただき、暖かい

声援を送ってくださる方々、誠にありがと

うございます。 

未経験からスタートしたマネージャーです

が、丸 1 年が経ちました。右も左もわから

ず、道具を用意したりするので精一杯だっ

た 1 年前と比べ、この春季リーグでは公式

戦はじめてのスコアラーを任されました。1

年前は、本当にスコアを書けるようになる

のか？と不安な気持ちでいっぱいでした。

実際、公式戦はじめてのスコアは、間違えた

らどうしよう、プレーを見逃したらどうし

よう、と考えれば考えるほど緊張し、心臓を

バクバクさせながら挑みました。しかし、ベ

ンチにいる部員が丁寧に教えてくれたり、

横江コーチが間違っている箇所を訂正して

くださったりし、必死で書いていたスコア

も、今では試合を見ながら楽しんで書くこ

とができていると感じます。まだまだ気を



抜いている部分もあると感じているので、

練習、特に試合中はいっそう気を引き締め、

マネージャーとして何ができるか常に考え

ながら行動していきたいと思います。 

私たちの代が中心となって行った新人戦で

は、同期から強い刺激を受けたように感じ

ます。スタメンでプレーを行っている部員

も、ベンチから声を出している部員も、みん

な一体となり、勝ちたいという気持ちが伝

わってきました。スコアラーとしてベンチ

に入っていた私は、その同期たちの姿をみ

ていて、私もしっかりしないといけないこ

とを痛感し、スコアだけでなく、日頃の道具

の準備や少しずつ任されるようになった事

務作業等も怠らないよう気をつけていきた

いと思います。 

この夏休みから、私は長期の海外留学へ行

くことが決まっています。その期間はまっ

たくと言っていいほどマネージャー業は行

えず、先輩たちの引退する姿すら見ること

ができません。お世話になっている先輩た

ち、特にマネージャーの先輩である歩乃佳

さんに直接お礼を伝えることができない状

況に、悔いが残ります。しかし、新チームに

なって部活に戻ってきたとき、少しのブラ

ンクが空いてもみんなと同じくらいの熱量

で業務を行うことができるよう、今の間に

たくさん成長したいです。みんなの秋季リ

ーグでの活躍を心から願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号５ 

1 年 齋藤奨太(さいとうしょうた) 

三重県 三重海星高校    

 

南山大学野球部に入部し、初めて春のリ

ーグ戦と新人戦を経験することができまし

た。春のリーグ戦は惜しくも 2 位。新人戦

では初戦敗退という悔しさが残る結果とな

りました。リーグ戦では打線が繋がること

が多かったことや僅差な試合でもしっかり

最小失点で抑えていたことが勝ちに繋げら

れた良かった所だと思いました。しかし、新

人戦ではピッチャーはピンチでも最小失点

に抑えていたものの打線が思うように機能

することが出来なかったのでそこが 1、２年

生の課題だと思いました。 

 個人としては新人戦でスタメンとして出

るという貴重な経験をさせていただくこと

ができました。しかし、守備の機会でのミス

が一つあり、ピッチャーのリズムを崩して

しまう場面がありました。自分の持ち味は

守備だと思っているので秋のリーグまでに

守備力をもっと向上させることを課題とし、

取り組んでいきたいと思います。打撃面で

は今までの金属バットとは違い、木製バッ

トでの使用なので、バットの特性などをし

っかりと意識し、試行錯誤しながら練習に



励むべきだと思いました。 

また、チームとして取り組むべきことは

個々の能力を伸ばすことだと思います。夏

休みの期間には練習する時間が多くあるた

め、春のリーグ戦や新人戦、練習試合で出た

課題を改善することはもちろん、自分の武

器や持ち味を活かすための練習をすること

も大切なことだと思いました。 

 秋のリーグ戦での目標は自分としてもチ

ームとしても 2 部昇格だと思っています。

その目標を達成するために日々の 1 個の練

習メニューや練習試合 1つ1つを大切にし、

内容の濃い 1 日にしていきたいと思います。 

 今回の秋のリーグ戦が終わると主力であ

る４年生が引退してしまいます。そのため、

４年生のためにも最後であるリーグ戦を優

勝するという強い思いを持つと同時に新チ

ームが始まり、主力が欠けてしまうことと

なります。なので、この秋のリーグ戦からこ

のことを意識して望み、新チームになって

もこの差を少しでも埋められるように努力

していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 13 

1 年 深谷陸登(ふかやりくと) 

三重県 三重海星高校 

春のリーグ戦、新人戦、上南戦お疲れ様で

した。 

春のリーグ戦は準優勝、新人戦は初戦敗退、

上南戦は勝利という結果になりました。春

のリーグ戦では、出場することはできませ

んでしたが、大学野球のレベルの高さを思

い知りました。出場する機会こそありませ

んでしたが、感じたことも沢山ありました。

最初に感じたのは、高校の頃と全く違う木

製バットについてです。金属バットと違い、

ボールが反発しづらいと感じました。また、

その分詰まった打球が内野と外野の間に落

とされることもあることも知り、押し切っ

ているのに、アウトが取れないという不思

議な感覚がしました。しかし、大学野球は力

のある選手もたくさんいて、木製バットで

ホームランを打つ姿にピッチャーの私は迫

力を感じました。また、リーグ戦では２部昇

格の 1 歩手前で負けてしまったという先輩

たちの悔しさも伝わってきました。そうい

った正念場を勝ち切れるような努力をしよ

うと感じたリーグ戦でした。 

  新人戦では愛知産業大学と試合を行い、

負けてしまいました。新人戦でも出場機会

はゼロで他の一年生の選手が出ているのを

見て、悔しさを感じました。愛知産業大学は

2部のチームで力もあり、相手の打撃に捕ま

った部分もありました。そんな相手にも力

負けしないピッチャーに私はなろうと思い

ました。 

 上南戦は、打者陣が奮起し、大量得点を挙

げました。そのおかげで余裕ができ、ピッチ

ャー陣ものびのびと投げることができまし

た。そして、私は初めて公式戦に出場するこ

とができました。1 イニング 1 失点と結果

としてはあまり良くないでが、課題も見え

とてもいい経験になりました。私の課題は

集中力です。私はマウンドでフォームが崩

れてきて修正する際に、どこがどう悪いか



などを考えますが、それが私は焦りなどで

考えることが出来ないことがあります。常

に考えられるような集中力をつけないとい

けないと思いました。 

 また、4 年生の川人さんが引退しました。

川人さんは力のあるピッチャーで、川人さ

んの引退でピッチャー陣の戦力は落ちまし

た。しかし、そんなピッチャー陣を支えられ

るように私は頑張ろうと思いました。 

 秋のリーグ戦は、最後に 4 年生と一緒に２

部昇格を目指せる機会なので、絶対に２部

昇格を果たしたいです。春は出場できませ

んでしたが、秋はチームの戦力になり、２部

昇格に貢献出来るような結果を残すことを

目標に頑張りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 55 

1 年 蛭川健太(ひるかわけんた) 

愛知県 西尾高校 

春リーグ、新人戦、上南戦を無事、終える

ことができました。ひとまずお疲れ様でし

た。 

春リーグでは、名古屋工業大学との頂上決

戦で惜しくも敗れ、2部リーグ昇格とはなり

ませんでしたが、全力で戦う先輩方の勇姿

はこれから始まっていく自分の大学野球生

活に活力を与えてくれるものになりました。

春リーグでは数打席立たせてもらったもの

の、結果を残すことは出来ず、実力不足を痛

感させられる結果となりました。 

新人戦では、2部リーグに属する愛知産業大

学に 5 対 0 で敗れてしまいました。ミスで

の負け、と言うよりは純粋な力負けという

印象が強く、改めてチーム力の底上げをす

る必要があると感じました。個人的には、今

まで守ってきたキャッチャーではなく、初

のファーストというポジションにつき、至

らない部分は多いながらも、精一杯プレー

することが出来ました。4番を打たせてもら

いましたが、自分の納得するバッティング

には程遠く、高校までの自分では通用しな

いことを分からせられることになりました。 

上南戦では、序盤から攻撃のリズムを掴み、

上智大学に大差をつけて勝利することが出

来ました。正捕手の花井選手が不在の中、安

定したプレーで勝利を掴むことが出来まし

た。個人としては、キャッチャーとして出場

させてもらったものの、守備でも打撃でも

パッとしない結果となりました。しかし、レ

ベルの高い相手ピッチャーに対して若干食

い下がれたところもあり、少しずつではあ

りますが、成長していることを感じました。 

ここから、秋リーグが始まります。春リーグ

では全くチームの力になれなかったぶん、

秋は少しでもチームの力になりたいと思っ

ています。しかし、自分は守備も走塁も上手

いわけではないので、長所である長打力を

活かしたいです。そして、それが終わると主

力の 4 年生が退団してしまいます。その穴

を埋めるべく、努力を惜しまず、少しでもチ

ームに貢献できるプレイヤーになります。

また、プレーの面だけでなく、チーム力を高

めることにも尽力していきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 42 

1 年 今村僚吾(いまむらりょうご) 

愛知県 小牧南高校 

 皆さん、春季リーグ戦、新人戦、上南戦お

疲れ様でした。春季リーグでは、名古屋工業

大学に惜しくも敗れ 3 部 2 位という悔しい

結果となりました。しかしながら、最終回ま

では勝っていたため目標としている 2 部昇

格というのは無理ではなく、必ず達成出来

ると思います。今のチームはヒットが出て

も繋がらない事が多いと見受けられるので、

繋がる打線というのを体現することができ

たら、もっともっと勝てると思います。また、

ピッチャー陣は比較的フォアボールでラン

ナーをためて返されるという場面が見られ

たので無駄なランナーを出すことを減らし

ていったら、より打撃とのバランスもとれ

て得点をとりやすい打線になると思います。

また、個人的には、打撃面で多くの課題を抱

えています。例えば、スイングスピードがま

だまだ遅いのでスイングの始動が早くなり

変化の見極めが悪くなるため上手く変化に

対応できないということ。また、金属と違い

木製は、上手く捉えなければ飛ばないので

そういったことも含めて、スイングスピー

ドを上げなければなりません。打てなけれ

ば起用される機会も減ると思うので、打力

向上を目指して日々のトレーニングや素振

りに励んで行こうと思います。また、自分は

体重が軽いので、食べに食べて体重増加も

日々励んでいこうと思います。自分は日々

身体の変化が楽しみで自己投資にもなると

思っているので筋力トレーニングが好きで

あり、それをモチベーションで野球もより

一生懸命になれたら能力アップに繋がると

思うので、練習や試合が次の日にあるなし

に関わらず筋力トレーニングを行うように

していきます。やはり、打力がないと使う側

も使いづらいと思うので、木製バットでも

飛ばせる力というのをこの 1 年を通してと

りあえずつけて行きたいと思います。また、

筋力トレーニングをすることによって守備

面でも肩力が上がったり、脚力が上がり守

備範囲が広がったりという面もあると思い

ます。さらに、走塁面に関しても繋がってく

ると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 14 

1 年 森上駿太郎(もりかみしゅんたろう) 

愛知県 名古屋高校 

春リーグお疲れ様でした。自分は春の大

会の先輩方の試合を見て秋リーグまでに自

分が少しでもチームの戦力になろうと思い

ました。そこで自分にできることとしてピ

ッチャーの枚数を増やすことがより楽にリ

ーグ戦を勝ち抜けるようになると考えまし



た。ピッチャーとして戦力になるために自

分の身体を高 3 の終わりの段階にまでは最

低限戻していく必要があると感じ、ビッグ 3

を主にトレーニングを始めました。しかし

自分は高校で本格的にウエイトをやってこ

なかったので右も左も分からない状態でし

た。そんな時、先輩は質問すれば快く教えて

くださりまた一緒にトレーニングしてくだ

さる方までいました。また小谷さんにはビ

ッグ 3 以外にも必要な種目を教えていただ

きました。 

 しかし今の自分には多くの課題が残って

います。その中でも大きく二つがあり一つ

目はランナーが出てからの投球の内容です。

というのもランナーが出ると自分の投げた

いタイミングで投げられなくなり、それに

よりタメが作れず上体だけで投げてしまい、

力のない球を痛打されてしまうことがあり

ます。二つ目はスリーストライクを決めに

いくことができないことです。高めの釣り

球や曲がる系の変化球の決定率が低いこと

が追い込んでからも数球粘られて甘い球を

打たれることがあります。この課題を解決

するためにはキャッチボールにおいてクイ

ックで投げ、遠投では無く中投をすること

でキレのあるストレートを磨くことで課題

により良いアプローチすること何できると

考えます。また変化球においては、カーブの

制球を上げることでスライダーやチェンジ

アップを相手打者の頭から抜き去ることが

でき、それにより他の球種がより生きるよ

うになると考えます。また欲を言えばスロ

ーカーブなど打者の目線を外すボールも覚

えられると真っ直ぐや変化何より生きるよ

うになるのでこれも覚えられるとよりよく

なると考えます。 

 最後に、僕はこの秋リーグではこれまで

よくしていただいた先輩に感謝し、またそ

れを結果で返せるように今ある課題をリー

グ戦までに無くして迎えるようにしたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 16 

1 年 林伶真(はやしれいま) 

愛知県 小牧南高校 

春季リーグ戦・新人戦お疲れ様でした。 

高校野球を終えて、より高いレベルで野球

をしたいと思い硬式野球部に入部しました。

先輩方の野球に対して凄く熱心で本気で野

球に向き合っている姿を見て自分も感化さ

れ野球に対して高校生の時以上に真剣に向

き合うようになりました。各ポジションで

レギュラー争いが非常に激しく、結果を出

し続けていかなければ試合に出られないと

思いました。そのために、トレーニングをし

て体を大きくすることや体を上手く使える

ようにすることや野球の勉強をして個人の

レベルアップをしなければならないと感じ

ました。また、守れるポジションが 1 つで

も多いと出場機会が増えると思うので、練

習で色々なポジションを守っていこうと思

いました。春季リーグや新人戦の結果から 2

部リーグ昇格も手が届く位置にあると思い

ました。守備面では、テンポが良くエラーや



四死球が少なく粘り強く試合をすることが

でき、リーグ戦では土日の連戦で投手が大

変ではありますが野手がカバーしていけば

大丈夫だと思いました。打撃面では、長打力

のあるバッターが複数人いることや、次に

繋ぐバッティングをすることが出来る選手

がいるためバランスが取れていて得点力が

高いチームだと思うのでこれからも思い切

りのいい攻撃を続けていきたいです。秋季

リーグで勝つためには、チャンスで打てる

勝負強さとピンチになっても切り抜けられ

る粘り強さが必要だと思います。そのため

には、普段は専用のグラウンドがなく練習

時間が短かったり広いグラウンドが使えな

いが、夏休みの練習時間が長く取れたり広

いグラウンドを使える時に実践練習で試合

を想定してプレーすることが大切だと思い

ます。その他に、チームとしての練習時間以

外に個々でレベルアップを目指し努力する

ことも大切であると思います。秋季リーグ

では、1 人 1 人がチームに求められている

役割を果たして、チーム一丸となって 3 部

リーグ優勝そして、入れ替え戦勝利を目指

し戦っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 17 

1 年 早川大翔(はやかわだいと) 

岐阜県 本巣松陽高校 

春リーグや新人戦などの大会や上南戦を無

事に終えることができ、ひとまずお疲れ様

でした。春リーグでは 2 位というあと一歩

の結果になってしまいました。しかし、試合

の内容を見てみると負けた試合は一試合だ

けであって他の試合では勝利を収めている

のでこの結果に自信をもち、次の秋リーグ

にリベンジしようとチームは燃えています。

負けた試合に関しても接戦でとても締まっ

た試合であり、得ることが多い試合だった

と思います。 

新人戦に関して言えば、課題を多く見つけ

ることができる試合だったのではないかな

と思います。新人というだけあって打線や

守備の連携ではまだまだ未熟だったと思い

ます。1 年後、2 年後の南山大学の野球部を

担っていく身である私たちにとってこの大

会はとてもいい経験になったと思います。

この経験を活かして練習していきたいと思

う。 

上南戦では現段階でのチームのベストを尽

くせたのではないかなと思います。打線の

繋がりもよかったし継投もよかったと思い

ます。この試合を毎試合できるように練習

したいと思います。 

個人に関して言えばこの 4 ヶ月間で考え方

がとても成長しました。高校時代では野球

の技術に関して考えるということはあまり

重要視していなかったのですが、大学に入

ってからは周りのレベルが高く考えるとい

うことを大事にしていることを知り僕も取

り入れるようにしました。そこから野球の

思考力がとても高くなったと思います。こ

れからも考えることを大切にしながら練習

したいと思います。技術面に関していえば

自分はまだまだだと思います。コントロー



ルが悪く試合の流れを悪くしてしまうので

大学在学中にしっかり克服してゆきたいと

思います。球速も周りの投手と比べてもあ

まり速くないので筋トレをして速くしたい

と思います。 

これから秋リーグが始まります。この秋リ

ーグでは必ず優勝して 2 部に上がりたいと

思います。そのためにはチーム練習だけで

はなく各々のレベルアップが大事になって

くると思うので個人練習を欠かさずにやっ

てゆきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 66 

1 年 永谷勇樹(ながたにゆうき) 

愛知県 国府高校 

春のリーグ戦と新人戦とお疲れ様でした。

リーグ戦は 2 位、新人戦は初戦敗退と悔し

い結果になってしまいました。僅差で負け

る試合や、ホームランが出るなど良い面も

たくさんありましたがエラーなど点が取れ

ないなど課題も明白になったリーグ戦だっ

たと思います。これからの夏休みの練習や

練習試合などで課題などを克服して秋季リ

ーグ戦や来年の新人戦に繋げたいと思いま

す。個人としては試合に出ることはなかっ

たですがベンチ入りさせてもらって大学野

球の雰囲気を感じることができてよかった

と思いました。練習では、自分自身のレベル

不足を感じました。先輩や同級生の守備の

うまさやスイングスピードの早さ、ポール

スピードの早さなど大学野球のレベルの高

さを感じ自分ももっとレベルアップして先

輩や同級生のレベルについていけるように

したいなと思いました。チームとしては春

のリーグ戦では二部入れ替え戦の権利を賭

けた名古屋工業大学との試合で惜しくも一

点差で負けてしまい 3 部リーグ残留が決定

してしまいました。試合内容としては先制

していい形で試合を進めることができてい

ましたが 8 回に逆転されてしまい悔しい敗

戦となりました。一点の重みというのをよ

り感じた試合になりました。新人戦では愛

知産業大学と対戦しました。こちらは毎回

ピンチを抱えていましたがなんとか凌いで

7 回終了時まで 0-1 で凌ぐことができてい

ましたが 8 回にエラーをきっかけに 4 失点

してしまい結局は 0-5 で敗戦してしまいま

した。こちらは相手のピッチャーを前にあ

まりチャンスを作ることができず、ヒット

数も少なく点差以上に 2 部のチームと 3 部

のチームとの差を感じるものとなりました。

いいピッチャーが出てくるとどうしてもチ

ャンスを作ることは難しくなってくると思

うのでワンチャンをものにする力やヒット

が打てなくてもファーボールで出塁するこ

とや、一個先の塁を狙う姿勢などをこの夏

休みの練習で強化していきたいなと思いま

した。そして守備ではミスを少なくしてエ

ラーからの失点をゼロにしていきたいと思

います。 

秋のリーグ戦が終わると多くの三、四年生

が引退してしまうと思うので次のリーグ戦

に向けて一球一球大切に練習を行っていき、

目標である二部リーグ昇格に向けて頑張っ



ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 25 

1 年 今福優晴(いまふくゆうせい) 

愛知県 名古屋経済大学市邨高校 

春のリーグ戦から始まり、新人戦、上南戦

ととても充実した時間を過ごすことができ

ました。リーグ戦は 2 位、新人戦は初戦敗

退でしたが、上南戦では勝利するなど悔し

い思いも勝つ喜びも感じることができまし

た。多くの収穫や課題が見られた中で打撃、

守備共に細かいところまで秋のリーグ戦へ

向け、夏休みを経てさらに高いレベルでの

野球ができるような練習をしていきます。 

 自分自身、新人戦や上南戦、その他の練習

試合を経験する中で、主に打撃に関しての

課題が多く見えてきました。そこで 1 番強

く感じたのは単純に力不足であるというこ

とです。実際に試合の中の打席やその結果

で感じただけでなく、先輩方と比べても劣

っているのは明らかです。これからも安定

して試合に出続け、そして結果を残してい

くためには打撃の向上は必要不可欠である

ので、身体作りから手を抜かず、技術面のレ

ベルアップを図り、少しでも早くチームの

主力となれるように努力していきます。ま

た、ただ打つだけではなく、状況や流れを読

んでその時々でチームに必要なことを感じ

取れるような頭が使える選手を目指してい

きます。 

 短い期間ですが野球部に所属してきてチ

ームとしてさらに成長するために、効率の

良い練習をすることが欠かせないと感じま

した。普段から毎週何度も集まって練習が

できるわけではなく、時間も限られていま

す。その限られた時間の中で今チームの課

題は何か、それを改善するために必要な練

習は何かを考え実行することがとても大切

だと感じました。 

 現在のチームは投手を中心に安定した試

合運びができる守備力、春のリーグ戦で打

率、安打数、打点など多くの項目でトップを

占める攻撃力を持っています。現状の戦力

で十分に目標であり、春リーグではあと一

歩届かなかった 2 部リーグ昇格を目指せる

力があります。先輩方と共に秋のリーグ戦

で 2 部昇格を果たせるよう、またそれに貢

献できるようこれまで以上に意識を高く持

って取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マネージャー 

1 年 水谷実心乙(みずたにみこと) 

愛知県 西春高校 

リーグ戦、新人戦、上南戦お疲れ様でした。 

普段から沢山の応援をいただき本当にあり

がとうございます。 

高校時代、野球部のマネージャーをし、野球



のおもしろさと選手とともに歩むやりがい

を知ったわたしは、大学でも野球にマネー

ジャーという形で関わりたいと強く思って

いました。大学という新しい環境の中で、マ

ネージャー1 人で入部するのは不安に思う

こともありましたが、マネージャー・部員の

先輩方が優しく明るく声をかけてくださり、

今では楽しく部活が出来ていることに感謝

しています。そして上南戦で１年生と多く

の時間を過ごし、とても仲良くなることが

できました。まだ大学生活始まったばかり

ですが、素敵な仲間が出来たといえる出会

いがあったことをとてもうれしく思ってい

ます。 

秋季オープン戦からスコアを書かせていた

だき、選手のプレーをより近くから見るこ

とができるようになりました。先輩方のプ

レーにエネルギーをもらいました。また、１

年生が活躍する姿に励まされると同時に、

自分もマネージャーとして成長しなければ

いけないと感じさせられ、沢山の刺激をも

らいました。そして、試合が組まれるたびに

書類を作るなど、大学生活の忙しい中で部

活動の仕事をこなしているマネージャーの

先輩方の姿を見て私も先輩方のような素敵

なマネージャーになりたいと憧れを持つよ

うになりました。 

秋のリーグ戦では選手の皆さんがベストを

尽くし２部リーグに上がれるよう、私自身

も成長し選手を支え、選手の皆さんが野球

に集中できるような環境作りをしていきた

いと思います。そのために、マネージャーの

先輩方の背中をしっかりと見て沢山のこと

を吸収していきたいです。 

野球部に入り、横江監督をはじめとする

OB・OG の皆さん、保護者の方々、沢山の

方々に支えられて野球ができていると感じ

ました。本当にありがとうございます。日頃

から支えてくださる皆様と秋リーグで引退

される先輩方へ感謝の気持ちを込め、微力

ながら役に立てるように一生懸命頑張りた

いです。 



 

 

 

春季オープン戦 

 

 

 
 



春季オープン戦 
 

10 月 23 日 vs 日本福祉大学   3 月 9 日      vs 愛知大学     

10 月 29 日 vs 東海学院大学 ３月 14 日  vs 富山大学    

2 月 28 日  vs 三重大学  3 月 16 日  vs 常葉大浜松大学    

3 月 3 日    vs 岐阜大学  3 月 22 日  vs 聖隷クリストファー大学  

3 月 7 日    vs 名古屋大学 3 月 24 日  vs 皇學館大学    

 

 

 

打率 打席 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

國井 0.3793 39 29 8 11 6 0 0 9 2 10 11

深谷 0.3793 33 29 8 11 3 0 0 4 3 5 10

原科 0.3333 46 39 10 13 8 0 0 7 0 11 8

山田 0.3333 28 24 5 8 6 0 0 3 4 2 9

宮城 0.3333 9 9 1 3 3 0 0 0 0 0 0

花井 0.2963 35 27 4 8 0 0 0 9 1 5 7

小西 0.2647 43 34 8 9 2 0 0 8 2 8 9

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

川人 0 4 21 20 6 1 0 0 0 3 1 2 0

小谷 4.25 36 163 135 33 3 0 24 1 30 1 21 17

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

日福 5 0 1 0 0 0 4 1 × 11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東学 0 0 0 1 1 0 0 1 X 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

三重 0 0 0 3 1 0 2 0 0 6

南山 0 1 4 0 0 0 0 0 0 7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 1 1 0 1 0 0 0 3

三重 0 0 2 0 0 0 1 0 0 3

2月28日　vs三重大学　△3−3

10月23日　vs日本福祉大学　2-11  ●

投手成績　規定投球回数 回

11月5日　vs東海学院大学 　0ー３●

2月28日　vs三重大学　△6−6

打撃成績　規定打席数 打席



 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

岐阜 0 1 0 0 0 0 0 3 0 4

南山 2 0 4 0 0 0 0 0 0 6

3月3日　vs岐阜大学②　○11−7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 2 0 2 0 2 5 0 11

岐阜 2 0 0 0 0 5 0 7

3月7日　vs名古屋大学　13ー６●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

名古屋 1 5 2 2 0 0 0 3 0 13

南山 0 4 0 0 0 1 0 1 0 6

3月９日　vs愛知大学　3ー０●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

愛知 1 0 0 0 0 1 1 3

南山 0 0 0 0 0 0 0 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

富山 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

南山 0 0 2 3 0 1 3 1 × 10

3月16日　vs常葉大浜松大学①　○1５−7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 1 0 0 0 1 1 3 3 6 15

常葉 0 1 0 1 0 0 1 3 1 7

3月16日　vs常葉大学　８ー7●  6イニング制

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

常葉 0 0 0 7 1 0 8

南山 2 0 0 0 5 0 7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

聖隷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南山 0 0 0 0 0 3 1 5 × 9

3月24日　vs皇學館大学①　●3−12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 1 0 2 0 3

皇學館 6 0 0 0 0 1 3 2 × 12

3月24日　vs皇學館大学②　７−１●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

皇學館 1 1 1 2 2 7

南山 1 0 0 0 0 1

3月22日　vs聖隷クリストファー大学　0ー９○

3月3日　vs岐阜大学　4−6○

3月14日　vs富山大学　２ー１０○



ランキング        

≪春季オープン戦≫        

【打撃部門】        

●打率……國井  29 打数 11 安打 0.379      

深谷  29 打数 11 安打 0.379    

●四死球…近藤      11        

●打点……原科      8        

●盗塁……西塚      6        

【投手部門】        

●防御率……川人            0.0       

●奪三振……小谷               30 

 

≪春季オープン戦≫        

【打撃部門】        

●打率…… 1．國井  29 打数 11 安打 0.379     

  1.   深谷  29 打数 11 安打 0.379    

  2．原科     39 打数 13 安打 0.333    

  2. 山田  24 打数 8 安打  0.333    

●四死球… 1．近藤        11       

     2.   西塚         9       

     2.   花井         9       

     2.   國井         9       

●打点…… 1.   原科      8       

     2．國井         6       

     2．山田         6       

●盗塁…… 1．西塚           6       

     2．小野      5       

     3.   山田        4       

     3.   近藤        4       

【投手部門】        

●防御率……1. 川人         0.0      

●奪三振……1. 小谷          30      

  

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 

春季リーグ戦 

 

 

 
 

 



春季リーグ戦         

     

4 月 1 日   vs 大同大学         

4 月 2 日   vs 豊橋技術科学大学        

4 月 8 日   vs 名古屋市立大学        

4 月 9 日   vs 愛知淑徳大学        

4 月 16 日 vs 愛知教育大学        

4 月 23 日 vs 名古屋外国語大学        

4 月 29 日 vs 名古屋工業大学       

       

 

 

 

打率 打席 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

西塚 0.4231 35 26 12 11 12 0 0 9 4 5 9

片田 0.4167 25 24 6 10 15 1 0 0 0 1 6

深谷浩 0.4091 35 22 9 9 4 0 0 11 6 3 8

近藤 0.3846 35 26 10 10 15 0 1 8 2 4 6

小西 0.3793 35 29 15 11 6 0 0 6 0 4 2

花井 0.3478 26 23 5 8 5 0 1 2 1 1 6

小野 0.3462 33 26 9 9 1 0 0 7 2 6 3

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

小谷 1.125 32 121 107 27 1 1 9 2 37 0 7 4

柴 1.8 10 46 39 9 0 0 3 4 12 0 3 2

4月1日　vs大同大学　１−１６○ 　　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

大同 0 0 0 0 0 0 1 1

南山 0 0 8 1 0 7 X 16

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 3 4

D 原科 51 4

9 西塚 8 2

8 近藤 3 4

5 國井 1 3

6 小西 29 2

7 小野 2 4

4 片田 21 3

2 花井 22 2

P 小谷 18 2

加納

杜若

名東

京都外大西

至学館

知立東

多治見

三重海星

至学館

加納

出身校

（7回コールドゲーム）

打撃成績　規定打席数 12回

投手成績　規定投球回数 8回



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7回コールドゲーム）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

豊技 0 0 0 0 0 0 0 2

南山 24 2 3 1 8 1 X 39

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 3 4

7 小野 2 4

9 西塚 8 2

8 近藤 3 4

5 國井 1 3

6 小西 29 2

D 原科 51 4

4 片田 21 3

2 花井 22 2

P 柴 33 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

名市 0 0 0 0 1 1 1 0 0 3

南山 2 1 1 1 0 0 1 0 X 6

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 3 4

7 小野 2 4

9 西塚 8 2

8 近藤 3 4

5 國井 1 3

D 原科 51 4

6 小西 29 2

4 片田 21 3

2 田中 27 3

P 柴 33 3

加納

名東

長久手

天白

杜若

三重海星

至学館

加納

多治見

京都外大西

天白

4月8日　vs名古屋市立大学　３−６○

出身校

知立東

至学館

加納

加納

多治見

名東

4月2日　vs豊橋技術科学大学　２−３９○

出身校

知立東

杜若

三重海星



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

淑徳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 3 4

7 小野 2 4

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

D 國井 1 3

6 小西 29 2

5 山田 46 2

4 片田 21 3

2 花井 22 2

P 小谷 18 2

（７回コールドゲーム）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 1 3 5 0 0 0 0 9

愛教 0 1 0 0 0 0 0 1

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 3 4

6 小西 29 2

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

2 花井 22 2

7 小野 2 4

D 宇野 10 3

4 片田 21 3

5 山田 46 2

P 小谷 18 2

名東

大垣北

至学館

至学館

三重海星

京都外大西

杜若

県立岐阜商業

至学館

4月16日　vs愛知教育大学　○９−１ 

出身校

知立東

加納

加納

加納

大垣北

名東

京都外大西

出身校

知立東

杜若

至学館

三重海星

4月9日　vs愛知淑徳大学　○３−０



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

淑徳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 3 4

6 小西 29 2

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

D 原科 51 4

4 片田 21 3

2 花井 22 2

7 小野 2 4

5 山田 46 2

P 小谷 18 2

4月29日　vs名古屋工業大学（優勝決定戦）　●４−６

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 1 0 0 0 3 0 0 0 0 4

名工 0 0 1 1 1 0 0 3 X 6

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 3 4

6 小西 29 2

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

5 國井 1 3

7 小野 2 4

D 原科 51 4

4 片田 21 3

2 花井 22 2

P 小谷 18 2至学館

加納

杜若

多治見

名東

京都外大西

出身校

知立東

加納

至学館

三重海星

名東

京都外大西

杜若

大垣北

至学館

知立東

加納

至学館

三重海星

多治見

4月23日　vs名古屋外国語大学　○１１−４

出身校



≪春季リーグ戦≫     

【打撃部門】     

●打率……西塚   26 打数 11 安打 0.423     

●四死球…深谷浩     11     

●打点……近藤      15     

     片田      15     

●盗塁……國井       7     

【投手部門】     

●防御率……小谷             1.1     

●奪三振……小谷           37     

≪春季リーグ戦≫     

     

【打撃部門】     

●打率…… 1．西塚      26 打数 11 安打 0.423    

     2．片田      24 打数 10 安打 0.417    

     3．深谷浩   22 打数 9 安打  0.409    

●四死球… 1．深谷浩       11    

     2.   西塚               9    

     3.   近藤               8    

     3.   山田               8    

●打点…… 1.   近藤    15    

     1. 片田      15    

     3. 西塚    12    

●盗塁…… 1． 國井         7    

     2． 深谷      6    

     3. 西塚        4    

     

【投手部門】     

●防御率……1. 小谷          1.1     

      2. 柴               1.8     

●奪三振……1. 小谷           37      

      2. 柴                12     

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 

 

新人戦 

 

 

 



新人戦 

 

  6 月 10 日 vs 愛知産業大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打率 打席 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

蛭川 0.5 4 4 0 2 0 0 0 0 0 2 1

宮城 0.3333 3 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0

齋藤 0.3333 3 3 0 1 0 0 0 0 0 1 1

小西 0.25 4 4 0 1 0 0 0 0 0 0 1

山田 0 3 2 0 0 0 0 0 1 0 1 0

森上 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

花井 0 4 3 0 0 0 0 0 1 0 0 1

今福 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1

西塚 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0

打撃成績　規定打席数 ３打席

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

小谷 6 7 33 26 8 2 0 3 2 0 0 5 5

投手成績　規定投球回数 ２回

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

愛産 0 0 0 1 0 0 0 4 × 5

7月8日　vs上智大学　○8−3　



ランキング 
        

≪新人戦≫        

        

【打撃部門】        

●打率……蛭川 二打数二安打        

●四死球…花井、山田 １        

●打点……なし        

●盗塁……武田 １        

        

【投手部門】        

●防御率……小谷            6.4        

●奪三振……なし        

        

        

≪新人戦≫        

        

【打撃部門】        

●打率……1. 蛭川 4 打数 2 安打 0.5       

 2. 宮城  3 打数 1 安打 0.3       

 2. 斎藤 3 打数 1 安打  0.3       

●四死球……1. 山田  １       

    1. 花井   １       

●打点……なし      

●盗塁……1．武田      1       

        

【投手部門】        

●防御率……1. 小谷        6.4       

●奪三振……なし        



 



 

 

上南戦 

 

 

 



上南戦 
  7 月 8 日 vs 上智大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打率 打席 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

近藤 0.5 4 4 1 2 1 0 0 0 0 1 0

西塚 0.25 4 4 0 1 1 0 0 0 1 1 1

今福 0.6667 3 3 2 2 2 0 0 0 0 1 1

宇野 0.3333 3 3 0 1 0 0 0 0 0 0 1

打撃成績　規定打席数 ３打席

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

小谷 0 3 9 9 0 0 0 0 0 6 0 0 0

川人 0 2 10 8 2 0 0 1 1 1 2 0 0

森上 0 2 8 8 2 0 0 0 0 1 0 0 0

投手成績　規定投球回数 ２回

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 2 0 0 6 0 0 0 0 0 8

上智 0 0 0 2 1 0 0 0 0 3

7月8日　vs上智大学　○8−3　



ランキング 
        

≪上南戦≫        

        

【打撃部門】        

●打率……今福  3 打数 2 安打 0.6        

●四死球…なし        

●打点……今福      2        

●盗塁……西塚      1        

        

【投手部門】        

●防御率……小谷            ０        

●奪三振……小谷             6     

 

≪上南戦≫        

        

【打撃部門】        

●打率……1. 今福  3 打数 2 安打 0.6       

 2. 近藤  4 打数 2 安打 0.5       

 3. 宇野 3 打数 1 安打  0.3       

●四死球……なし        

●打点……1.   今福    2 

2. 近藤     1 

2. 西塚        1 

●盗塁……1．西塚        1       

        

【投手部門】        

●防御率……1. 小谷      0        

   2. 川人   ０       

   2.森上    ０       

●奪三振……1. 小谷       6         

 



 



 



 

 

2023 年 

7 月１5 日～   秋季オープン戦 

8 月 1 日～   夏季練習開始 

8 月 27 日～   秋季リーグ 

9 月 8 日    強化試合 

9 月 21 日～   入れ替え戦 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

背番号２ 

     4 年 小野裕心(おのゆうしん) 

           愛知県 杜若高校 

秋のリーグ戦お疲れさまです。前回の春季

リーグは悔しい思いで終わってしまいまし

たが、今大会は 3 部リーグで優勝すること

ができ、とても嬉しく思います。今年のチー

ムは１年生から４年生までしっかりコミュ

ニケーションがとれていて、去年と比べる

とやや劣るものの南山らしい元気も出すこ

とができ、レギュラーメンバーと 2 枚目メ

ンバーの力量の差が少ないポジションが多

く、真剣に楽しく野球に取り組むことがで

きる人が多い良いチームだったと思います。

試合に出られない選手も笑顔で練習に取り

組むことができている人が多いかなと思え

たのでそこも良かったと思います。 

個人的には春よりも守備もバッティングも

成長でき、安定して結果を出せる自信があ

り、もちろんもっと出来たなと感じる部分

やミスもありましたが、だいたい思ってい

たくらいの結果を出すことができたシーズ

ンでした。私は４年なのでこれで本当に引

退ということになります。１年生の秋のリ

ーグ戦から試合に出続けられたことはこれ

からの人生においても自信になると感じて

います。また、大学野球をとても楽しむこと

ができ、満足しています。私がここまで野球

を楽しめたのは、マネージャーさんや横江

監督、父と母、チームメンバーにとても支え

られていたからだと思います。特に同い年

の皆や慕ってくれた後輩達にとても恵まれ

たと思います。笑ってしまうくらい努力し

ている同い年の皆のおかげでサボりがちな

私もちゃんと練習を続けることができまし

た。 

また、学生野球最後ということもあり、人か

らの思いに対して、とても感謝の気持ちを

感じることができました。支えてもらって

いる、応援してもらっている、認められてい

ることに対してとても嬉しく思うと同時に

感謝の気持ちをもつことができ、これも自

分の人生の財産になると感じています。 

4 年間お世話になりました。南山野球部に

入って、ここまで続けてきて本当に良かっ

たです。南山野球部の空気感がとても好き

でした。後輩の皆さんは大変なこともある

と思いますが、仲良く楽しく 2 部を目指し

てがんばって下さい。ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 3 

4 年 近藤翔太(こんどうしょうた) 

       愛知県 至学館高校 

 

秋リーグお疲れ様でした。最後の学生生活

最後となるこのリーグで入替戦に進むこと



が出来、後輩たちには感謝しています。調べ

たところ 2 部との入替戦は 20 年以上ぶり、

との事で自分もすごく高まる思いで野球を

することが出来ました。また、見に来てくだ

さった OB の皆様、ほんとにありがとうご

ざいました。結果は 2 連敗と、実力以上に

2 部との差を感じた試合となりました。後

輩たちがこの差をどう感じたかはわかりま

せんが、2 部昇格を目標にするならぜひこ

の差を埋めるために日々の練習に取り組ん

で欲しいと思います。自分たちの学年が中

心となって出るようになってから優勝 2 回、

準優勝 2 回と常に緊張感がある中で試合を

することが出来ました。この経験はこれか

らの野球人生に生きてくるなと感じます。

この 3 年間球場で練習できるのは週 1 とい

う、厳しい環境の中でどのようにしたら自

分のレベルを上げることが出来るかと常に

考え野球に取り組んで来ました。ここまで

一緒に練習してくれた 4 年生、後輩には本

当に感謝しかありません。最初は物凄く下

手でしたが、その中でも受け入れてくれた

同級生にも感謝しかありません。最後のリ

ーグ戦は自分自身思うように行かなかった

ですが、幸いなことに卒業後は今よりも野

球に打ち込める環境で続けることが決まり

ました。いつまでも野球をすることは出来

ませんが、できるだけ高いレベルに行ける

ように引退後もしっかり練習してもっと野

球を楽しみつつ打ち込んでいきたいと思っ

ています。後輩たちにもぜひ次のレベルで

野球が出来るような選手が出てきて欲しい

ですし、実際今の 1.2 年生にはそういった

実力を持った選手がたくさんいるのでぜひ

頑張って欲しいです。また、変わってきた今

の野球部の雰囲気というのをしっかり後輩

に継承して欲しいです。 南山大学の野球部

は少しずつ変わってきています。レベルも

上がってきている中で、後輩たちには野球

を楽しむということだけは忘れて欲しくは

ないと思います。野球の楽しいには色々な

形があります。そのそれぞれの良さを楽し

める南山大学の硬式野球部をしっかり継承

していってほしいです。また自分を含め、

OB の皆様方これからも南山大学硬式野球

部をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               背番号９ 

4 年 深谷浩大(ふかやこうだい) 

          愛知県 知立東高校 

 

秋リーグ戦お疲れ様でした。秋リーグ戦で

は、3 部リーグ優勝し、入れ替え戦まで進み

ました。最後の大会で入れ替え戦まで進む

ことができたのは、本当に嬉しかったし、悔

いを残さず学生生活を終えることができま

した。入部当初の南山の野球部は、サークル

に毛を生やしたようなチームで、勝つのは

二の次のようなチームでした。しかし、同期

の野球のレベルを見た時に、このメンバー

ならもっと上を目指せると思い、同期で集

まって、何度も自主練習をしました。そうし

た積み重ねによって、2 部で勝つためのチ

ームの雰囲気を作ることができたし、そう



した環境で 4 年間プレーできたことは、本

当に幸せだったなと思っています。4 年間

南山の野球部でやってきて大切にしたこと

は、常に上を目指す姿勢です。南山の野球部

はいい意味でも悪い意味でも自由で、自分

次第でどれだけでも練習できるし、さぼる

ことができるチームです。3 年次は沢山練

習しても、個人の結果として表れないこと

や、チームとしてもあと一歩で優勝を逃す

など、モチベーションを維持するのが難し

い時期が続きました。しかし、周りの同期や

後輩が常に自分のレベルアップを目標に練

習に取り組む姿を見て、最後まで自分も練

習を続けることができました。今は、お金を

払えばトレーナーの方からプロレベルの指

導を受けることができ、どれだけでも野球

を上手くなれる環境はあるので、後輩達は、

南山のグラウンドがないというハンディを

言い訳にはせず、個人のレベルアップにつ

なげていってほしいと思います。最後にな

りましたが、今の 4 年生と本当に野球がで

きて良かったと思います。自分は毎日野球

がやりたくて、いつも練習に誘うようなこ

とをしました。授業の合間にゴルフ場で打

撃練習をしたことや、冬の雪が降る中でも

みんなで集まって自主練習をしたことなど、

野球が好きな同期とやれたことで、コロナ

禍においても充実した 4 年間を送ることが

できました。ありがとうございました。ま

た、マネージャーの方々には、グラウンドの

確保や選手のサポートなど、本当にお世話

になりました。マネージャーのおかげで、4

年間充実した学生野球を送ることができま

した。来年も頼もしい後輩たちが沢山残っ

ているので、入れ替え戦をまた見に来るこ

とを楽しみにしています！ 

 

背番号 20 

4 年 谷口雄太(たにぐちゆうた) 

愛知県 西尾高校 

 

秋季リーグ戦、入替戦お疲れ様でした。 

まずチームの話からすると、今年のチーム

は走攻守それぞれでチームを引っ張ること

ができる選手がいるだけでなく、下級生に

も実力がある選手、今後伸びそうな選手が

多くとてもいいチームだとずっと感じてい

ました。練習試合からキーマンとなる人が

活躍しながら下からの押上げもあり今後が

楽しみな一方、学年の低い選手が多く出て

いることもあってムラがある部分も見られ

ました。実際、リーグ戦が始まり他のチーム

を圧倒する強さを見せながらも、一度沈黙

するとなかなか打線がつながらない、コー

ルド勝ちしきれないなどまだまだ粗さも見

られました。こういった点は今後代替わり

していく中で修正できればもっと上を目指

せると思います。また、今回の入れ替え戦で

は 2 部と 3 部の差と南山野球部の現在地を

知ることができたと思うのでこれから先の

チーム作りにつなげてくれればいいなと思

います。 

自分の話をすると、自分は、3 年時点でのレ



ギュラーのうち唯一一度引退し、就職活動

をしてから復帰という形を取りました。復

帰を決めた当初はそこまで苦労することな

くこれまで通りの自分のスイングをすぐに

取り戻せると考えていました。しかし、昨秋

からのブランクは想像以上に大きく、なか

なか思うようなスイングができない日々が

続き、チーム状況も加味した結果 8 月の中

旬には代打の切り札として自分の持ち味で

ある勝負強さを活かすことを決めました。

秋季リーグ期間は打線がうまく相手投手を

攻略し、理想の役割は愛知教育大学戦でし

か巡ってきませんでしたが、低めの変化球

をしっかりと見切り四球を選びきっちり仕

事をすることができました。そして迎えた

入替戦初戦では最終回のチャンスで凡退し

てしまったものの、2 戦目では途中出場か

ら逆方向への長打 2 本を放ち 2 打点を挙げ

ました。最後の最後で過去の自分を超える

ような打撃ができ、悔いなく学生野球を終

えられたと思います。 

これから先、草野球チームあるいは、もしか

したらクラブチームに所属することもある

かもしれません、そこでも大学野球で磨い

てきた勝負強さを発揮し活躍できればと思

います。 

最後に、6 月から復帰という中で温かく迎

えてくれたチームメイトの皆には本当に感

謝しかないです。来年以降の南山野球部の

活躍を OB として楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号５１ 

4 年 原科拓磨(はらしなたくま) 

      岐阜県 多治見高校 

 

秋リーグそして入替戦お疲れ様でした。リ

ーグ戦、入替戦の開催、運営に協力していた

だいた多くの協力者の方々のおかげで無事

に終える事が出来ました。本当にありがと

うございました。また、沢山の方に応援に駆

けつけて頂き、後押ししてもらい、本当に力

になりました。ありがとうございました。  

秋リーグではリーグ戦全勝で 2 年ぶりにリ

ーグ優勝を果たす事が出来ました。リーグ

戦を通じて打線が好調で、ビッグイニング

を作り一気に流れを自分達に持ってこられ

た試合が多くあった事が優勝できた一番の

要因ではないかと思います。また、ホームラ

ンで先制を許した初戦の名古屋市立大学戦、

2回に 10点を取りつつもじりじりと詰めら

れた愛知淑徳大学戦、1 点差ゲームをもの

にした愛知教育大学戦。春までであれば一

気に崩れてしまいそうな試合でも粘って勝

ち切れた事も優勝に繋がったと思います。 

個人としてはリーグ戦序盤でスタメンとし

て起用してもらい、春よりも結果を残す事

が出来たので良かったです。春リーグ後に

少し打撃を変えた成果が出たかなと思いま

す。しかし、長打をあまり打てなかった事



と、チャンスで 1 本出せなかった事、凡打

の内容が悪かった事が悔しかった所です。

実際、夏休みのオープン戦ではほとんどス

タメンで起用してもらえましたが、リーグ

戦から入替戦まででは半分以上スタメンを

外れました。これは、チャンスでの打撃、凡

打や三振の内容が悪すぎた結果だと思いま

す。自身の良い打撃結果、打撃内容を維持す

る事が出来なかった事、たとえそれらが悪

くても何とかしてくれると周りに思わせら

れなかった事。少し悔しい結果でしたが、ど

んな内容で凡退や三振しても、プレーでチ

ームにあまり貢献出来なかった僕にも沢山

ポジティブな声をかけてくれたチームメイ

トには感謝しかありません。本当にありが

とうございました。 

入替戦では 2 敗で 2 部昇格は果たせません

でした。2 試合通じて 1 度も主導権を持っ

てこられなかった事が敗因だと思います。

格上相手と戦う時の先頭打者や先制点、エ

ラー、四死球の重要性を再確認できた試合

でした。新チームでは、相手の先頭打者をい

かに抑え、先制点を防ぐのか。自チームでは

連打が難しい相手からどの様に点を取るの

かを考えて練習していって欲しいと思いま

す。新チームは良い投手も多く、リーグ戦を

経験している野手、試合に出ていなくても

能力の高い選手も多いので、個人的には 2

部に照準を合わせて練習して欲しいなと思

います。一方で野球を楽しむ事も忘れない

で欲しいなと思います。一見相反するよう

ですが自分なりに本気で取り組めば自然と

出来るはずです。お互いを尊重し合って楽

しく強いチームを作っていって欲しいと思

います。 

この南山大学硬式野球部で過ごす中で関わ

り、支えてくれた全ての人に感謝します。 

本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               背番号１ 

   3 年 國井飛悠吾(くにいひゅうご) 

           岐阜県 加納高校 

今回の秋のリーグ戦入れ替え戦で、メンタ

ルコントロールの重要性を学んだ。何試合

かスタメンで使っていただき、自分の精一

杯のプレーをしようと努力した。とても緊

張してアップの時から浮き足立っているよ

うな感じになってしまい、思ったようなプ

レーができないこともあったが良い経験を

させていただいたと思う。 

夏休みの合宿では自分の課題に向き合う時

間を多くとる事ができた。バッティングで

は、前軸になってしまっていたので、体の中

心の軸で回れるように反復練習を繰り返し

た。そのおかげで、前から来るボールに対し

ても軸をぶらさずにスイングすることがで

きるようになってきた。今後の課題として

は、両肩と骨盤が後ろ軸にしたことによっ

て後ろにそってしまっているので、地面に

対して垂直に回れるようにしていきたい。

また、トップを作った時に、左足の内側に壁

を作って体重移動の際に右足の外側に壁を

作って強いスイングができるようにしてい

きたい。さらにレベルアップしていくため

に、できるだけ早い段階からスイング軌道



をボールの位置に合わせて、少しでも長く

線の状態が維持できるように努力していき

たい。右肘の引きと、左肘を早く体に付け

て、回転することを意識していきたい。守備

では、以前に比べて走り込みができていな

いので、捕球の際に足が動かず、バウンドが

合わないということが多くあった。また横

の打球に対して、移動する際に体が浮いて

しまっているし、前後の動きも鈍くなって

しまっていた。2 部昇格という、目標はあと

一歩のところで達成出来なかったが、自分

としては全てを出し切り、悔いなく現役生

活を終えられると思う。 

来春のリーグ戦以降、後輩たちには引き続

き 

2部昇格に向けて、頑張っていってほしい。 

素質がある選手が、数多くいるのであとは

いかにその素質をプレーに繋げていけるか

どうかだと思う。その際に、しっかり人に聞

く、ということも大切にしてほしい。他の人

の感覚などを聞くことで、自分の参考にな

ることがたくさんあると思う。たくさん試

行錯誤しながら練習して、頑張っていって

ほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号２１ 

       3 年 片田怜(かただれい) 

           愛知県 名東高校 

 

 秋のリーグ戦、入れ替え戦お疲れ様でし

た。秋のリーグ戦では、チームで目標として

いた 3 部優勝を果たすことができました。

入れ替え戦では 2 連敗となり 2 部との力の

差を感じました。新チームがはじまってか

ら入れ替え戦で 2 勝して 2 部に上がるとい

うことを目指して練習してきたので、入れ

替え戦で 2 連敗してしまったのはとても悔

しかったです。個人としてもチームの勝利

に貢献することができず悔しかったです。  

 秋のリーグ戦では、全勝で優勝すること

ができ、春のリーグ戦の雪辱を晴らすこと

ができました。個人としては打率４割を超

え、守備ではノーエラーでチームの勝利に

貢献できたと思っています。 

 今回の秋のリーグ戦が大学生最後のリー

グ戦でした。南山大学硬式野球部での活動

はとても楽しかったです。4 年生の方たち

は、以前よりも関わることが多くなり、話す

機会も増えてより仲を深めることができた

とても楽しく野球部で活動することができ

ました。同期の人たちとは、あまり全員が集

まって遊んだりすることがなかったですが

部活の活動の時には仲良く、とても楽しく

野球をすることができたと思います。2 年

生の人たちは、チームの中心として試合に

出ている人が多くいて、とても頼もしかっ

たです。一年生の人たちは、割と近い距離で

接する人たちが多くとても楽しかったです。

自分たちの代では 2 部に昇格することがで

きなかったので、後輩たちは 2 部昇格を果

たして 2 部で戦っているところを見せて欲

しいです。 

 南山大学硬式野球部での活動は OB の方

達、監督、マネージャーなどの多くの方達の

支えがあってこそできたことで、とても感



謝しています。一年生の時と今回の 2 度の

リーグ戦優勝を経験できました。また、今回

は入れ替え戦にも進むことができました。

南山大学硬式野球部で得た経験をこれから

生きる上で役立てていきたいと思います。

約 2 年半の南山大学硬式野球部での活動は

とても楽しかったです。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号２３ 

3 年 宇野敏基(うのとしき) 

岐阜県 県立岐阜商業高校 

 

秋季リーグ戦お疲れ様でした。そして主将

として 1 年間活動させていただきありがと

うございました。新チーム結成後から、上手

くいったことのほうが少なかったと感じて

います。 

主将としてチームをまとめること、試合に

勝つこと、自分自身が結果を出すこと。全て

をかなえたいと思いながら日々の生活の中

でほとんど野球のことを考えていました。

しかしすべては難しかったと思います。主

将としてあってはならないことだと思いま

すが、チームが勝っても本気で喜べた試合

は少なく、安心感や悔しい気持ちになった

こともありました。常に複雑な思いを抱え

ながらこの１年間戦い抜きました。とにか

くつらく苦しい思いを持ちながらやり切っ

た自分自身を素直に褒めたいなと思います。

１４年間の野球人生を振り返って１番充実

感のある野球生活だったと思います。この

ような貴重な体験をさせていただいた、チ

ームメイトに本当に感謝しています。あり

がとうございました。 

チームとしては、秋季リーグ戦では久々に

２部との入れ替え戦に進出することが出来

たということが１番良かったことだと思い

ます。入れ替え戦では２部の強さを実感で

き、いい意味で自分自身の野球人生の区切

りになりました。負けたこと、結果が出なか

ったこと自体は全くいい思いはできなかっ

たですが、最後やり切れたと思えたという

ことにはとても満足しています。 

同期のみんなへ伝えたいこととして、どん

な時でも自分の気持ちの支えになってくれ

てありがとうございました。うまくいかな

い時も、上手くいっているときでもいつも

声をかけてくれて、どんな時でも部活に行

きたいと思わしてくれる存在でした。１，２

年生の時からは考えられないくらい同期と

して仲が良くなって、助け合える存在にな

ったと思います。同期だからこそ、きつく言

ったり、厳しく接したりしたけど、最後まで

やり抜いてくれたことに感謝します、本当

にありがとう！ 

OB・OG、保護者の皆様。この１年間たく

さんの試合をしてきましたがたくさんの応

援をしていただきありがとうございました。

全てが選手の力となり秋の結果にもつなが

ったと思います。来シーズンも２部を目指

して戦う後輩のためにもご声援を送ってい

ただけると幸いです。 

 最後にこの１年間主将として活動させて

いただきありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

背番号２４ 

     3 年 小澤奏太(おざわかなた) 

          愛知県 長久手高校 

 

今秋のリーグ戦は 3 部 1 位という結果でし

た。去年から 1 位を惜しくも取り逃がし、

2 位という結果に終わっていましたが、や

っとのことで 1位になることができました。

投打ともに噛み合い全戦全勝でリーグ戦を

戦い抜くことができました。 

 このように優勝できた要因の 1つとして

は、各試合ミーティングでのフィードバッ

クを欠かさなかったからだと思います。毎

試合良かった点、悪かった点など意見交換

をたくさん行っていました。日々の練習や

練習試合などでもその日にあったことを無

駄にしないように意見交換を癖づけていま

した。このように癖づけることでリーグ戦

中でもチームとして成長していくことがで

きました。この積み重ねが優勝できた要因

だと思います。 

 他にも優勝できた要因として個々の努力

が実ったからだと思いました。僕たちは週

2 回という短い時間しか全体練習を行って

いません。練習時間でいえば他の大学には

負けています。しかし、僕たちは短い時間だ

からこそ質を高めていこうという意識で取

り組んでいました。その練習で個々のレベ

ルアップに取り組むのはもちろんのこと、

練習時間以外でも自主的に練習に取り組ん

でいました。このように練習に取り組む姿

勢が個々の結果につながり、それがチーム

の結果に繋がったと思います。 

 日々の意識が積み重なって、優勝という

結果に結びついたのはとても良いことだと

思ったし、やってきて良かったと思いまし

た。また、 

このような結果になったのは、横江さんや

OBの方々、保護者のおかげでもあると思い

ます。忙しいはずなのに毎試合来てくださ

る横江監督や毎試合応援をしてくださる

OB の方々や保護者の方々がいたからこそ

今まで活動してこられましたし、頑張ろう

と思いました。なので、この優勝は僕たちだ

けのものではないと思います。入れ替え戦

では負けてしまい、2 部に上がることがで

きませんでしたが、ここまでやりきったの

で悔いはありません。僕はこの秋で引退し

ますが、後輩たちは今年のリベンジとして

さらに高みを目指してくれると思うので来

年に期待しようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             背番号２７ 

3 年 田中颯一朗(たなかそういちろう) 

         愛知県 長久手高校  

今年の春は、2 位という悔しい結果で終

わりましたリーグ戦ですが、秋季リーグ戦

では 3 部優勝することができました。さら



に、入れ替え戦まで行くことができました。

春の結果を受けてチーム全員で練習、試合

に課題感を持って取り組みました。春季の

リーグ戦が終了してから、この秋季のリー

グ戦までにも、上南戦、夏の合宿の宿泊を伴

うイベントがありチームのまとまりに良い

影響があったと思います。夏休みの期間中

も、チーム全員で練習に精力的に取り組め

たと思います。長期休暇中の練習では、昨年

までは、なかった 12 時以降の自主練の時間

を取り入れ、自分自身で考えながら練習す

ることも、春に比べて成績が良化した要因

のひとつだと思います。合宿では、富山で良

い環境の中、練習や試合に取り組むことが

できました。それと同時に、チームの絆がよ

り深く、強固になりました。それ以降も練

習、練習試合を行い、秋季のリーグ戦まで準

備しました。そうして迎えたリーグ戦では、

初戦は、不戦勝となりました。2 戦目では、

序盤に先制させるもすぐに、追いつき、7 回

までに試合を決め切ることができました。

次戦でも、初回に先制することができまし

たが、次の回で、一挙 10 点を獲得し、終始

試合を優位に進め、終盤追い上げに合うも

勝ちきりました。次戦も勝利し、迎えた名古

屋大学戦は、春まで 2 部にいたということ

もあり、最大の山場と思われましたが、序盤

に先制し、その後中押し、ダメ押しでき勝利

することができました。次戦の愛教大戦は、

苦しい内容でしたが、勝つことができ、次の

最終戦で勝利し優勝することができました。

入れ替え戦では、苦しい展開が続き、負けて

しまいました。2 部リーグで戦ってきた相

手との力の差を感じるところもありました

が、実力差は差程なかったように感じまし

た。自分は、ここで引退するので、後輩たち

には、目標である 2 部昇格に向けて頑張っ

てほしいと思います。これまで応援してい

ただきありがとうございました。これから

も硬式野球部の応援お願い致します。 

 

 

 

 

 

                   

背番号３３ 

       3 年 柴蒼輝(しばそうき) 

           愛知県 天白高校 

 

今回の大会をもって引退になりました。私

は大学野球をする中で色んな経験をするこ

とができました。新チームが始まり自分達

が自由にできるようになりましたが、後輩

や先輩からの批判があり、主導権を譲るよ

う訴えられたこともありました。その中で、

自分達は自覚を強く持つことができ、お互

いの成長に繋がりました。このときに先輩

や後輩が思いをぶつけてくれたおかげで色

んな視点を持って見てあげることがどれだ

け大切なことか学ぶことができました。今

後のためにとてもいい経験になったと思い

ます。今秋は 3 部リーグ優勝を果たし、2 部

3 部入れ替え戦に参加することができまし

た。まずこれまで主務として活動してきて、

3 部優勝をできたことはとても嬉しく思い

ます。また入れ替え戦は敗北という悔しい

結果に終わってしまいましたが、一つ上の

リーグの大学と瑞穂球場で試合をすること

ができて本当によかったなと思います。自

分自身主務として、連盟のやり方の変更、一



球速報の導入、広報としての仕事が増えた

ことで例年よりも大変になりました。前年

とは違うものになるので先輩も知らないこ

とが多くて自分自身わからないことだらけ

でとても苦労しました。でもその中でもマ

ネージャー含め同級生の支えがあって、な

んとかやりきることができました。主務と

しての活動をこれからの人生に生かしてい

きたいです。私は正直南山大学に入って、硬

式野球部に入るつもりはありませんでした。

いいサークルや部活がなかったので、やる

かという感じで始めました。でも硬式野球

部に入ったことで野球部の仲間と出会うこ

とができ、自分自身も色んな経験をするこ

とができました。今季をもって学生野球は

終わることになりますが、何かしらで野球

は続けていきたいと考えています。下級生

にはまた春に優勝して入れ替え戦で今度こ

そ勝って、2 部昇格を果たしてほしいなと

思います。いつか 1 部で活躍している南山

大学の姿を楽しみにこれからは OB として

硬式野球部の活動を見守っていきたいです。

2 年半という短い間でしたが本当にありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号５９ 

   ３年 古庄勇斗(ふるしょうはやと) 

           愛知県 星城高校 

 

秋のリーグ戦お疲れ様でした。最初に、同級

生や卒業された方々も含めた上級生、下級

生、OB 会の方々、この野球部に携わって下

さった全ての方々に感謝しております。沢

山の方の支えがあって過ごせた 3 年間だと

心より思っております。春リーグ以降から

振り返ると、とても有意義な時間が過ごせ

たなと感じます。私は 3 年間掲げてきた個

人的な目標を達成不可能だと夏あたりに感

じました。そこから、それまでに比べて野球

に対する熱は冷めてしまいました。しかし

悪いことばかりではなく、良い面もありま

した。それは、余計なプライドを除けたこと

です。自分に才能がない事があると心から

認めたことで過剰なプライドを取り除く事

が出来ました。それからというものの、自然

体で過ごすことが出来たため、夏合宿や夏

休みの練習でストレス無く楽しく過ごすこ

とができました。これはこの野球部に入っ

た最大の収穫だと思います。また、秋リーグ

戦は僕にとってとても有意義なリーグ戦に

なりました。なぜなら、チームとして優勝出

来た上に、自分も、そこそこのピッチングが

できたからです。あまり重要な場面で投げ

る事はありませんでしたが、自分なりの最

善はつくせたと感じています。しかし、入れ

替え戦では酷いピッチングをしてしまいま

した。今まで感じた事がない程緊張して上

手く動けませんでした。そんな酷い内容で

したが良かった事もありました。まず、後輩

が良い意味でいじってくれた事です。正直

すごく楽になりました。つくづく周りに恵

まれていると実感しました。次にマウンド

上で後輩の投手たちに感謝できました。彼

らは自分にない才能を持っています。正直

嫉妬をしてきました。しかし、彼らがいなけ



ればここまで試合が出来ませんでした。感

謝してもしきれません。彼らが納得いく形

で今後も野球を出来る事を心より願ってい

ます。最後になりますが、改めてこの野球部

に携わって下さったすべての人に感謝して

います。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             マネージャー 

   3 年 岡本歩乃佳(おかもとほのか) 

           愛知県 愛知高校 

 

秋季リーグお疲れ様です。そして三部優勝、

二部入れ替え戦進出おめでとうございます。

南山大学硬式野球部として 2 回目の三部優

勝を経験しましたが、自分たちが中心とな

って作っているチームで優勝できたことを

本当にうれしく思います。最後にしっかり

とした球場で試合が出来たことは私にとっ

てとても良い思い出となりました。やはり

マネージャーは裏方の仕事が主であり、私

の中では高校からベンチに入りスコアを書

くことが唯一の表舞台だと考えていました。

高校時からの 6 年間、夢だったみんなとの

ハイタッチは仲間に入れた気分になり涙が

出そうなほどうれしいものでした。ありが

とうございました。 

 あと数か月間は残りますが、今年でマネ

ージャーという立場を引退します。高校で

の経験は体力的に厳しく、大学での経験は

精神的に厳しいものとなりました。特に 3

年生になってからは責任を伴う仕事の多さ

に圧倒され、ミスらないように、迷惑をかけ

ないようにと、仕事をこなしていく日々の

中で知らず知らずのうちに自分自身を追い

込んでいた部分もありました。しかし、部員

の頑張りを近くで見られたことや、何気な

い会話の中での感謝の言葉などに救われ、

ここまで続けることができています。 

 マネージャーは直接勝利に繋がるプレー

などはできません。しかし、後輩マネージャ

ーも含めマネージャーは誰よりも皆のこと

を応援し、支えていると思います。一人に全

てを任せるのではなく、部員全員でチーム

を作っていくと考え、活動していってほし

いです。 

最後にはなりますが、OBOG の皆様、横江

監督、西岡先生いつも多大なるご支援あり

がとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               背番号４ 

2 年 宮城翔生(みやぎかい) 

奈良県 天理高校 

 

まずは秋季リーグ、お疲れ様でした。初めに

ここまで南山大学硬式野球部を応援してく

ださった OB の皆様方、本当にありがとう

ございました。結果チームは三部優勝を果

たし、入れ替え戦まで進むことができまし



た。OBの皆様方の応援があることに感謝を

してこれからも野球を続けていきます。 

 さて、今大会ですが前述の通り、チームは

三部で優勝することができましたが、入れ

替え戦では日本福祉大学に 2 戦 2 敗という

形で終わり、二部昇格という目標まであと

一歩でした。この試合で私は二部の投手の

レベルの高さを目の当たりにし、来春のリ

ーグ戦に向けて、チームが目指していく方

針が決まったように感じます。来週のリー

グ戦でまずは三部を優勝し、そして先輩方

が叶えることができなかった二部昇格を必

ず果たして、皆様方に少しでも日頃のご支

援の恩返しができたらなと感じております。 

 私はこの三部優勝、二部昇格という目標

に向けて、打撃強化・筋力強化・速力アップ

を掲げて、この冬に臨んでいきたいと思っ

ております。私の同期には、頼れる主砲であ

る西塚君がいて、私のあこがれです。さらに

私の同期で、このチームの絶対的エースで

ある小谷君がいます。そして先輩方の中に

は、私が尊敬し、私に対して打撃指導や体の

使い方を指導してくださった、近藤さんが

います。そして、私の精神的支柱であり、野

球内外に問わず、私を支えてくれて、私の打

撃強化を指導してくださる國井がいます。

まずは彼らにアプローチして、打撃の強化・

筋力強化・走力アップに励んでいく所存で

す。そして少しでもチームが強くなるため

に、私はこの冬の期間を貴重な時間として

とらえ、野球に時間を使っていく気持ちで

います。 

 このチームは三部で終わるチームではあ

りません。もっと高いレベルを目指すこと

ができ、そのためにこの冬に各々がすべき

ことはすでに明白ではないかと感じており

ます。特に私はチームの得点力アップ、長距

離打者になる必要があり、現状とのギャッ

プを感じていますが、少しでも自分が目指

す理想の姿になれるように精進していきま

す。 

 一年間応援ありがとうございました。こ

れからもどうか南山大学硬式野球部をよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号１５ 

2 年 澤村一輝(さわむらいっき) 

三重県 津田学園 

 

秋季リーグ戦、お疲れ様でした。リーグ戦に

関して、主務、マネージャーが中心となって

大会を円滑に進めていただいたことへの感

謝の気持ちでいっぱいです。 

前回の春季リーグ戦では、優勝争いに加わ

ることなく残念な結果に終わってしまいま

した。そこから 2 部昇格を目標に、全員で

気持ちを切り替えて練習してきました。 

本大会では前回のリーグ戦で敗れた相手に

も勝利し南山大学らしい野球ができました。

4 年生、3 年生のほとんどが最後の公式戦だ

ったため、なんとかこのメンバーで優勝す

ることが目標でした。 

今大会では、大事な場面での 1 本のヒット、

ただ単にアウトになるのではなく、進塁打

など意味のあるアウト、こういったものが



前回大会に比べて増えたような印象でした。

グラウンドが悪いためゴロを打てば出塁で

きる確率が上がるにも関わらず、簡単にフ

ライをあげている選手が数多くいましたが、

1 打席に対する思いが変わったように見え

ました。 

このように意味のある攻撃をしたことで相

手にリズムを渡すのではなく南山大学のリ

ズムの中で試合をした結果勝利に繋がりま

した。 

優勝した後の 2 部日本福祉大学との入れ替

え戦では 3 部と 2 部の差を痛感しました。

南山大学は連携不足から守備のミスが続き

自分達に流れを持ってくることができませ

んでした。攻撃面ではランナーが出塁して

からの１本がなかなか出ず得点に繋げるこ

とができなかったことが課題です。 

これらを改善しなくては 2 部相手に勝利す

ることはできないんだと感じました。 

この大会で学んだことを来年の春のリーグ

戦で活かし、2 部に昇格するためにはやは

り多くの練習が必要です。しかし練習時間

も練習場所も限られているため、短時間で

内容の濃い練習をしないといけません。今

どんな練習が必要なのか、何をもってその

練習をしているのか等、練習の意図を全員

が理解していることが大前提になります。

一人一人の練習に対する考え方は違えど、

目指す場所は同じでなければなりません。

チームで一つになるためにも 1 回 1 回のミ

ーティングを大切に、この後の新チームで

も頑張っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号１８ 

2 年 小谷勇輝(こたにゆうき) 

          愛知県 至学館高校 

 

2023 年度秋季リーグが終わりました。OB

の皆さま、常日頃ご支援いただきありがと

うございます。監督さんはじめ主に 3、4 年

生の主将、副主将、主務などの部活運営のた

めの役職に就いている方、いつもありがと

うございます。マネージャーの 3 人の方、

練習、試合のサポート、スコア、アナウンス

などいつもありがとうございます。ボール

投げ大会ならまだしも野球というスポーツ

をやっている以上、周りの支援があってこ

そ成り立ちます。今回の秋リーグで野球を

している実感が湧いたので感謝の気持ちを

表させて頂きました。 

さて、秋リーグでは優勝、そして入れ替え戦

2 敗という公式戦結果となりました。チー

ムとして春リーグから 1 つ壁を乗り越えら

れました。個人的には上南戦からの成長は

特にありません。秋リーグでも特に結果は

出していません。ただ、衰えではなく現状維

持です。指導者がいない、練習場所がない、

勉学にも慎む必要がある環境が悪い場所に

いる私にとって現状のパフォーマンスを維

持することはとてつもなく大変なことです。 

1 つ入れ替え戦の時の話をします。相手は



日本福祉大学で向こうの先発はプロ志望届

を提出している山田さんでした。もちろん

打てるわけもなくパーフェクトに抑えられ

ていました。自分も同じ左ピッチャーとし

て負けじと、4 回まで 0 点に抑えました。

失点してしまった 5、6、7 回はすべてエラ

ー絡みの失点をしてしまい悔しかった気持

ちと共にあることを思い出しました。 

時は中学校までさかのぼります。私は当時

クラブチームには入らず、地元の中学校の

野球部に所属していました。あの時、今回と

同じパロマ瑞穂球場でフライをたくさん落

とし、負けました。正直このレベルで野球を

することが嫌になり、高校は強豪の至学館

高校へ進みました。今回の入れ替え戦でも

全く同じ事が起こり、同じ気持ちになりま

した。しかし私も大学生になりました。いつ

までも文句を言っていては子供のままです。

様々なことを考えました。「2 部相手にヒッ

ト性のあたりは数本に抑えたから本気の野

球の辞め時だろうか」、「筋トレと球速アッ

プを趣味として生活しようか」、「1 人の責

任であるボール投げ大会の種目をしようか

な」などこの文章を書いている私はさまよ

っています。そんな中この期間私を支えて

いただいたBCSの山口さんという方から来

年の成長を期待しているという応援があり

ました。私は応援してくれている人の気持

ちは裏切ってはいけないと思い、自分の成

長を続ける気持ちに変わりました。 

今は体の不調がないので週に 1 回はボール

を投げ、体を大きくするためのトレーニン

グに励み、2 か月に 1 回は山口さんのとこ

ろでフォームの修正を行い、柔軟性や体の

使い方にも力を入れるというプランで来シ

ーズン開幕までピッチングに取り組んでい

きたいです。チーム運営に関しても関わる

学年になるので余裕のある私自身の人間性

も形成していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

               

背番号２２ 

2 年 花井慧汰(はないけいた) 

        京都府 京都外大西高校 

 

大学に入って 2 年目にして 2 部へと昇格で

きるチャンスを掴むことができました。主

力で出させていただいていることもあり気

持ちは高まる一方でした。秋のリーグでは

これまであと 1 歩の所で逃すことが続いて

いました。その中で迎えた秋のリーグ戦で

見事全勝を果たして 3 部リーグを制覇する

ことが出来ました。このチームが始まって、

ずっと副主将を任されていて真剣にチーム

のことを考えて精進してきてよかったと初

めて気持ちが報われた気がしました。去年

のチームから常に 2 部リーグを目指して

日々練習しており、新チームになってから

多くぶつかることも迷惑を多くかけること

もありました。しかし、それでも信じて使い

続けてくれた主将や、先輩方には感謝を伝

えたいです。ありがとうございました。迎え

た日本福祉大学との入れ替え戦では 2 連敗

という結果に終わってしまい、2 部昇格と

いう目標を達成するのは持ち越しとなりま

した。正直、2 部にはすごいピッチャーが何



人もいたことや、打者の粘り強さなど差を

感じる場面が多くありました。その差を感

じたことからまだまだ遠いなと感じました。

個々の実力はもちろんでした。しかし、この

差があるから諦めるとかもちろんそういう

わけではないです。この差を縮めるにはこ

の冬の過ごし方。もうリーグ戦が終わって

ほとんどどのチームも公式戦はなくなった

今だからこそ、個々の能力を上げていくチ

ャンスだと思います。新チームから主将を

任せていただくことにもなりました。また、

最上級生になる自覚もしっかりと持ってチ

ームを引っ張っていかなければいけないと

責任感を非常に感じています。新チーム目

指すは 2 部への昇格。そして 2 部で戦い抜

いていくことが出来るチーム力。人数差な

んて関係ありません。どれだけチームの人

数差、個々の能力差を感じたとしても必ず

チャンスはあると思います。実際今回の入

れ替え戦で点差が離れたとしても格上の相

手を少しでも追い詰めることが出来たこと

には変わりはありません。新チームのチー

ムカラーは最上級生の姿勢、態度で決まる

と思います。どれだけ本気さを後輩たちへ

と伝染させられることが出来るか、また何

よりも口ではなんとでも言えるということ

をもう一度肝に銘じて取り組むことが出来

るか。ずっと試合に出させていただいてい

る、主将を任されるそれは他の人よりもチ

ームの中での注目度は高まっているはず。

まずは自分がいかに本気さをむき出しで取

り組むことができるか、いかに嫌われるこ

とを怖がらずチームへと呼び掛けをして行

けるか。それが大切だと思います。今回の入

れ替え戦だけでなく試合を応援していただ

いた全ての方々、本当にありがとうござい

ました。来年こそは皆様の期待に応え、2 部

昇格への目標を果たしてみせます。応援よ

ろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号２９ 

2 年 小西裕一郎(こにしゆういちろう) 

          岐阜県 加納高校 

 

 今年の秋季リーグ、入れ替え戦が終わり

ました。この秋で引退する 3.4 年生の方々

本当にお疲れ様でした。先輩方にはいろい

ろなことを教えていただきとてもお世話に

なりました。優しくて面白い先輩方と一緒

に野球をすることができて本当に良かった

なと思います。自分がのびのびと野球をす

ることができたのも寛大で優しい先輩方の

おかげであり、本当に先輩方にはたくさん

の迷惑をおかけしました。先輩方には感謝

してもしきれません、ありがとうございま

した。 

 今年の秋季リーグは 3 部優勝、入れ替え

戦敗退という形で終わりました。リーグ戦

では完全に満足の行く成績とまではいきま

せんでしたが、春のリーグ戦の時よりはバ

ッティングも守備も成長したプレーをする

ことができていたかなと思います。入れ替

え戦では日本福祉大学さんと試合をしまし

た。2試合とも出させていただきましたが、

自分の力不足を痛感する試合になりました。



2 部と 3 部の投手の差を肌で感じ、もっと

レベルアップしなければいけないなと思わ

されました。来年の春のリーグ戦で優勝し、

次こそは入れ替え戦でチームとしても個人

としてもリベンジできるように努力してい

きます。 

 この秋で 3.4 年生がみんな引退してしま

うことでこれからは自分たちの代がチーム

の中心となり動いていくことになります。

今まで先輩方に頼ってばかりだったため、

急に先輩がいなくなるのは寂しく不安なこ

とも多いですが、もっといいチームになっ

ていけるように頑張ります。そして、南山大

学の硬式野球部の伝統を繋いでいけるよう

に頑張ります。 

 最後に、自分が好きに野球をやれている

ことが当たり前なことでは無いということ

を忘れず、監督を務めてくださっている横

江さんをはじめ支えてくれている両親やキ

ャプテン、主務、マネージャー、チームのみ

んな、また長年硬式野球部を支えてくださ

る OB の方々に感謝の気持ちを持って、こ

れからも楽しく野球を続けていけたらと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号 8 

2 年 西塚制覇(にしづかせいは) 

       三重県 海星高校 

 

秋季リーグお疲れ様でした。今回のリーグ

戦開催にあたり、多くのご支援ご声援をく

ださった方々に深く感謝申し上げます。 

 今回のリーグ戦は大学生活 4 回目のリー

グ戦にして初の 3 部リーグ優勝という結果

を収めることが出来ました。また個人とし

ては、名古屋大学戦で満塁からの走者一掃

スリーベースヒットや愛知教育大学での勝

ち越しスリーベースヒットなどチームの勝

利に貢献することが出来、最優秀選手賞を

獲得することが出来ました。しかし、春季リ

ーグと比べ、打率、本塁打、打点の項目にお

いて 1 試合少ないながらも全て下回る結果

となったことは非常に悔しさを感じます。

春季リーグ 7 試合目で肉離れになり、自分

の身体を騙しながら一時休養をとり、その

後プレー復帰に至るまでの時間を無駄にし

てしまったことも、この成績に繋がってい

るのだろうなと感じます。この成績を踏ま

えて改めて、野球をする土台は身体であり、

強くしなやかな身体を持つからこそ、強い

スイングが出来、強いボールが投げられる

と思います。この秋冬から春にかけてのオ

フシーズンで今 1 度自分の身体の力、柔軟

性を見つめ直し、レベルアップを図ります。 

 入れ替え戦においても、日本福祉大学に 2

部の強さを改めて感じさせられました。投

手力もあがり打撃力、走力においても全て

が南山を上回っているなと感じました。投

手力は正直 1 部 2 部入れ替え戦に出場して

いた同朋大学より日本福祉大学の方が良か

ったため、1度置いておくとしても打撃力、

走力をあげなければ 2 部リーグ昇格は出来

ないなと感じました。正直この入れ替え戦

において特に 2 日目は勝負を避けられシン

グルヒット、フォアボール、デッドボールな



ら OK くらいの攻めで外野もフェンス手前

まで下がっていました。もちろんその中で

も結果を残すということが理想ではありま

すが、周りを打つ選手の手助けも必要であ

ると思います。来年以降このような攻めで

来られたとして、1 塁から 1 人で 3 塁まで

到達する走力やあとに続く打者が大切であ

ると感じました。もちろん今の段階では両

方ともできる訳では無いためオフシーズン

の間の個々の頑張りに賭けるしかないと思

います。 

先輩方には非常に良くしてもらい、特に外

野を一緒に守っていた翔太さん、裕心さん、

拓磨さん、谷口さんには感謝しかないです。

同学年や後輩の外野手が少ない中で同級生

のように仲良くしていただいたことにこの

場を借りてお礼をさせていただきます。 

 秋季リーグ一緒に戦ってきて毎試合毎試

合楽しかったです。来年以降は上級生とし

てチームを引っ張っていく立場となります。

今回果たせなかった 2 部リーグ昇格を達成

するためにも、前チームから出場していた

選手が率先して行動しなければならないと

感じます。なんとか今回同様、それ以上にチ

ームの勝利に貢献する打撃をしたいと思い

ます。 

 来年以降のリーグ戦、入れ替え戦も予定を

空けてでも是非観戦しに来てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号４１ 

2 年 武田知樹(たけださとき) 

     愛知県 高蔵寺高校 

 

私は、3 年生、4 年生が最後となる秋季リー

グ戦が始まり、良い形で引退して欲しいと

いう思いでいっぱいでした。最後の試合が

終了し、私たちのチームは見事優勝するこ

とができました。その時に、最初に感じたの

は喜びでした。これまでの練習が実り、チー

ム全員が一丸となって勝利したことで、全

員が報われた気がしました。その後、グラウ

ンド内での胴上げは最高でした。先輩たち

とのハイタッチは、これまでにないぐらい

の喜びを感じました。この瞬間が実現する

ために多くの人々が支えてくれたことを実

感し、これからも支えてくださる方には感

謝をしていきたいと改めて感じました。優

勝の瞬間は、喜びの気持ちがあった中で、こ

れからの不安も感じました。先輩方が残し

てくださったこの優勝という成果を私たち

の代でも達成しなければなりません。だか

らこそ、これからはしっかりと練習に励み、

試合でのプレッシャーに立ち向かい、失敗

から学び続けていきたいと思います。そし

て、私たちはリーグ戦を優勝したことで、2

部と 3 部の入れ替えをかけて戦う入れ替え

戦に挑むことになりました。入れ替え戦で

も、多くの方が私たちを応援しにきてくだ

さいました。その方達の期待に応えるため

に、選手全員がこの入れ替え戦でも一丸と

なって戦いました。2 部の強敵を相手に全

力で戦う先輩方はとてもかっこいいと思い

ました。結果は、敗退という形ではありまし

たが、この試合を経験したことにより次に

繋がることがたくさんあると感じました。



私は、来年もこの入れ替え戦の舞台で戦い、

次こそは 2 部へ昇格したいと思いました。

そのために、これから始まる新チームで活

躍をし続ける必要があります。活躍するた

めに、日々の努力をこれからも続けて、メン

バーから認められるようなプレーヤーにな

りたいです。自分の長所と短所を自覚し、長

所は伸ばし続け、短所を短所ではなくすと

いうところまで成長したいと思います。私

のチームには、良い選手がたくさんいます。

その良い選手たちから、良いところを盗む

ことはもちろん、色々質問をして自分の成

長に繋げたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号４４ 

2 年 棚瀬柊人(たなせしゅうと) 

           愛知県 名東高校 

 

秋季リーグお疲れ様でした。今季リーグは

優勝することができ、3.4 年生の先輩方が最

後にかっこいい姿を僕達後輩に見せてくれ

ました。普段から僕たちのことを気にかけ

てくださり、明るく優しく接してくれて本

当に感謝しかないです。部活の中で先輩方

と話すことが楽しみでした。そんな先輩方

もいなくなってしまい、11 月からはオフシ

ーズンに入ります。そしてオフシーズンが

明ければ僕たちの代になっていきます。こ

こで自分が感じていることは、他人がどう

こうではなく、自分自身がやり切ったと思

えるかどうかが大事だということです。も

ちろん野球はチームスポーツで仲間がいな

いとできないものです。しかし、南山大学野

球部で 1 年半過ごしてみて、もっと自分を

追い込めるなと感じました。人間は弱い生

き物ですから自分に甘く、どうしても他人

のことを気にしてしまいます。ですが、それ

ではかっこいい人間にはなれないと感じま

した。結局、自分は自分で他人は他人。その

中で他人を気にすることなく、自分がやり

たいこと、やらないといけないことを理解

してそこに真っ直ぐ突き進むべき姿が僕の

理想としている姿なのではないかなと感じ

ています。きっと大変なことも出てくるし、

どうなるか分からないですがとりあえずは

自分のために頑張ってみようと思います。

今さらではありまますが、今は体を大きく

することを目標に自分なりにトレーニング

を行っています。トレーニングをやってい

ても結果が出なければ自己満足で終わって

しまいます。もちろん継続し続けたことに

意味はあるし、それだけでも十分な価値を

持っているとも思いますが、せっかくなら

このトレーニングの成果を発揮する場面を

つくりたいと思っています。その一つ一つ

の積み重ねがより自分を強くしてくれると

信じてこれからも自分自身と闘っていこう

と思います。最後にはなりましたが、日頃か

ら南山大学硬式野球部を応援してくださる

OB･OG の皆さん、いつもありがとうござ

います。結果で喜んでもらえるよう頑張り

たいと思いますので今後とも応援よろしく

お願いします 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号４６ 

2 年 山田健太郎(やまだけんたろう) 

          岐阜県 大垣北高校 

今シーズンの秋季大会は優勝することがで

きてとても大きな経験になりました。しか

し入れ替え戦ではあと 1 歩のところで敗れ

てしまい、2 部昇格と言う目標を達成する

ことはできませんでした。そこに至るまで

にいろいろなことがありました。自分はメ

インで試合に出る立場ではなかったので、

ベンチでのサポートや声出しなどに力を入

れていました。一人ひとりが自分の役割を

全うすることがやはり勝利につながるのだ

と感じました。来年に向けて大きな気づき

を得ることができました。個人の技術、その

向上は大切なことであり、目標ともなりま

すが、私が大切にしていることは別にあり、

それは、先輩や後輩、仲間との関係性です。

人と人との触れ合いは、私の生活に活気を

与えています。いいことばかりではなく、気

持ちのすれ違いなどもあると思います。そ

ういうことも含めて、話し合いをし、1 つの

方向へ向かうことでプラスになると思って

います。短期決戦を勝ち抜くにはチームの

明るい雰囲気が大事だと感じています。こ

れだけの人がいて、うまくいくことばかり

ではないとおもっています。だから他人か

らの刺激も受けて、自分が変化していくこ

とでいい方向に行くこともある、そう考え

ています。 

部活動は、やっぱりやってよかったと思っ

ています。いいことも、悪いことも、楽しい

日々が送れたように思います。私たちが部

の運営も引き継ぐのだと思いますが、先輩

の築いたものを大切にしながらも、私たち

がよりよいものに代えていければ、そんな

風に思います。 

入れ替え戦で、たくさんのお客さんや関係

者の方々の応援を見て、やはり私たちの野

球には多くの人が携わってくださっている

のだと改めて感じました。プレーをするた

めに、家族や OB の方々、チームメイト、

マネージャー多くの人が関係しています。

多くの人が応援してくれています。そうい

った方々への感謝の気持ちを忘れずに、今

野球ができていることをありがたく思い全

力でプレーしていきたいと感じます。来年

こそは 2 部昇格を果たせるようにしていき

たいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              背番号９９ 

     2 年 伊神登生(いがみとうい) 

           愛知県 西春高校 

 

秋季リーグお疲れ様でした。今回のリーグ



は淑徳大学戦や名古屋大学戦、愛知教育大

学戦など、ここで勝てば優勝に近づく試合

でしっかりと勝ち切ることができたので、

見事に優勝という結果となりました。そし

て、このリーグで 4 年生は引退、3 年生も

来季残る人以外は引退となります。今回の

リーグで優勝し、入れ替え戦でとても良い

試合をしてくれたので、最後のリーグで先

輩としてのあり方をしっかりと見せてくれ

ました。また、入部した時から 3、4 年生の

方々はとても優しく接してくれたので、私

は怪我をしていてまともに練習できない状

態で不安でしたが、とても助かりました。今

回のリーグ戦ではあまりチームに貢献する

ことはできませんでしたが、秋季リーグを

ベンチから見ていて思ったことは、春季リ

ーグと同様に序盤はリードしていて雰囲気

が良くても、終盤に追いつかれそうになっ

て雰囲気が沈むことがありました。ですが、

そこで逃げ切る力がついたと思います。ま

た、愛知教育大学戦では、逆転されても終盤

に逆転することができたので、そこも成長

だと思います。入れ替え戦では、打ち取った

打球をアウトにできず、速球が打てなかっ

たので、そこをチームとして改善できない

限りは、今後二部リーグに昇格することは

難しいと感じました。今季では二部リーグ

に昇格することはできませんでしたが、先

輩のチームの良いところを引き継ぎながら、

変えるべきところは変えて、来季に二部に

昇格することができるように頑張ります。

短い間でしたが、ありがとうございました。

本当にお疲れ様でした。 

これから新チームが始動し、一旦オフシー

ズンに入るので、まずはこのオフシーズン

は再度身体作りに励みたいと思っています。

この野球部にはジムに通っている人が多く、

見習うべき人がいるので、その人達に色々

な話を聞いたりしながらオフシーズンが明

けた時に皆に変わったなと思われるように

オフシーズンを有意義に使い、レベルアッ

プしたいと思います。私も一生懸命取り組

むので、逆にオフシーズンが明けた時に皆

の成長を見ることができたら嬉しいです。

良いチームをみんなで作り上げて来季は必

ず二部リーグに昇格しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マネージャー 

2 年 斎藤希(さいとうのぞみ) 

         福井県 仁愛女子高校 

 

秋季リーグ戦、お疲れさまです。私は現在留

学中ということで、チームの力になれなか

ったことに対し、非常に悔いが残ります。し

かし、努力が結果に結びつき、三部優勝を果

たせたみんなを誇りに思います。 

アメリカに留学しているので時差が大きか

ったのですが、できる限り一球速報でみん

なの活躍を追っていました。特に６戦目の

愛知教育大学さんとの試合は、中盤で相手

が追い上げてくるなど、最後までハラハラ

させられました。最後まで粘り強く戦い勝

利を収めた姿に感動しました。二部昇格に

向けての入れ替え戦は、二試合とも一歩及



ばなかったですが、チームの熱い思いが現

れた良い試合だったと感じました。点を取

られても取り返す気持ちが感じられ、感銘

を受けたと同時に、マネージャーとしてそ

ばに居られなかった悔いを痛感しました。 

すでに新チームでの練習が始まっているこ

とを耳にしました。これからは最高学年と

してさらに責任を問われる仕事が増えてい

くと思います。練習や試合内外での仕事も

増えると聞きました。マネージャーの自分

が緩んでいると、チームにも影響すると思

います。キャプテンや主務と協力しながら、

常にチームのことを一番に考えながら、仕

事をこなしていこうと考えています。帰国

までの２か月ほどは、私の代わりにほのか

さんがチームに残ってくれています。ほの

かさんへの感謝の気持ちを忘れず、帰国し

たらすぐに気持ちを入れ替えて、チームを

支えていけるよう頑張っていきたいと思っ

ています。 

最後に、この場をお借りして、日頃から南山

大学硬式野球部を支えてくださっている全

ての方々に心から感謝したいと思います。

横江コーチをはじめ、OB、OG の皆様、球

場まで足を運んでくださり、温かい声援を

送ってくださる方々、そして遠くからも私

たちのことを応援してくれる両親や家族、

たくさんの人たちに支えられ、私たちはの

びのびと野球をすることができています。

ありがとうございます。新チームになり、き

っとこれから困難に直面する場面もでてく

ると思いますが、これからも応援よろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号５ 

1 年 齋藤奨太(さいとうしょうた) 

三重県 三重海星高校    

 

秋季リーグ戦お疲れ様でした。そして、今シ

ーズンをもって引退する先輩方、本当にお

疲れ様でした。 

秋季リーグ戦では、春季リーグ戦での悔し

さを糧とし優勝を果たすことができました。

しかし、その後の入れ替え戦では 2 部との

実力差の上、2 部昇格という目標を果たす

ことはできませんでした。今回、2 部のチー

ムとの差を感じたのは実践経験のレベルの

違いが大きく関わっていると思いました。

特に、それを大きく感じたのが初戦で 5 回

までパーフェクトピッチングされたという

点や凡打という結果でも真芯で捉えられて

いたことだと思います。実際、2 部のどのチ

ームでもリーグ戦が始まる前から練習試合

で 1.2 部の投手の真っ直ぐの質や変化球の

キレ、打者の打球の性質など身をもって体

感しているはずだと思います。しかし、我々

からしてみれば 2 部のましてやリーグ戦で

投げているような投手や打者とは滅多に勝

負することはないため、この結果になって

しまったと思いました。その差を埋めるた

めには、今後はもっと 2 部のチームや他県



の実力が上のチームと多く練習試合をし、

実践経験を費やしていくべきだと思いまし

た。自分自身についてでは、今シーズンはあ

まり試合に出る機会はありませんでした。

そのため、悔しい気持ちを片隅におきなが

らもチームの勝利のために何をするべきか

を考え、一塁ランナーコーチとしての役割

を積極的に行いました。投手の牽制のクセ

や次の打球に応じてのランナー動きの確認

など高校時の経験も活かし、取り組みまし

た。 

 来シーズンからは試合に出る機会が多く

なってきます。今度はチームをサポートす

るという考えからチームを引っ張るという

考えに意識を変え、自覚と責任を持つべき

だと思います。そのためにも、11.12.1.2.3 月

というオフ期間を含むこの 5 ヶ月間が大切

だと考えています。技術面の向上はもちろ

んですが、自分に 1 番に足りないのは身体

の面だと自覚しています。そこで、春季リー

グまでに体重を 5kg アップさせることを 1

番の目標としていきます。 

そして、春季リーグの目標はクリーナップ

にチャンスを繋げるためにもチーム 1 の最

高出塁率を目指していきます。そして、今シ

ーズン果たせなかった 2 部昇格を果たせる

ようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 13 

1 年 深谷陸登(ふかやりくと) 

三重県 三重海星高校 

 

秋のリーグ戦、入れ替え戦が終わりました。

結果はリーグ戦が優勝、入れ替え戦が０勝

2 敗でした。私は何試合か出場することも

でき、出場することが出来なかった春より

かは成長することができたと感じています。

このリーグ戦では今期で引退する３、4 年

生の方たちには迷惑をかけられない状況で

チームの士気を下げるような結果しか残せ

ず申し訳ない気持ちでいっぱいでしたが、

それでも声をかけてくれる先輩方がいて励

みになり、とても感謝しています。チームと

しては優勝という成績をこのチーム最後の

成績として残すことができてとても嬉しい

です。しかし、入れ替え戦では 2 連敗と 2

部リーグとの力の差を強く感じました。ピ

ッチャーの層の厚さ、バッターのスイング

の強さなどチームとしての実力も個々の実

力も相手チームの方が上でした。私は 2 試

合目の中盤から登板しましたが、リーグ戦

でなかなか結果を残せなかった中で他の選

手には強く不安を感じていたと思います。

私自身もチームに迷惑をかけられないと緊

張をしていましたが、そんなに考えすぎて

も良い結果は出ないと思い、この試合は楽

しんで投げることを意識しました。5回 4失

点と結果としてはあまり良い結果ではあり

ませんでしたが、最近の試合では 1 番調子

もよく、楽しく投げることができました。し

かし、2 部リーグとの差を肌で感じ、課題も

見えました。コントロールの悪さ、球の力強

さ、変化球のバリエーション、層の厚さなど

に差を感じました。また、リーグ戦でもピッ

チャー陣は制球難などによってなかなか抑



えられず、苦しい試合が多くありました。そ

ういった課題を克服するためにまず身体か

ら変えていこうと考えています。この冬の

間にウエイトトレーニングだけでなく、怪

我をしないような体づくり、フォームの矯

正などに励みたいと思います。そして、2 部

リーグでも通用するようなピッチャーにな

ります。来季では個人としては最優秀防御

率、チームとしては 3 部リーグ優勝を果た

し、次こそ入れ替え戦で 2 勝して 2 部昇格

を叶えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 55 

1 年 蛭川健太(ひるかわけんた) 

愛知県 西尾高校 

 

秋季リーグ、入れ替え戦お疲れ様でした。ひ

とまず 1 年生としてのシーズンがこれで終

了しました。そして 3、4 年生の先輩方、今

までありがとうございました。 

秋季リーグでは、惜しくも準優勝に終わっ

た春季リーグの悔しさをバネに、優勝する

ことが出来ました。しかし、入れ替え戦で

は、日本福祉大学の野球に力負けした、そん

な印象でした。身体能力に大きな差がある

訳ではなかったと思います。しかし、同じ凡

打でも、日福は芯で捉えた打球が多かった

ですし、チャンスでしっかりと点を取って

くるところも、２部と３部の違いを感じま

した。試合後に先輩が仰っていた、「今日で

2 部と 3 部の違いがよく分かったと思う。2

部の野球に照準を合わせないと 2 部には上

がれない。」というのを、肌で感じた結果と

なりました。 

ここから、硬式野球部はオフシーズンに入

ります。練習試合がなくなり、チーム練習も

減っていく中で、各個人の能力を上げる必

要があります。自分としては、3 つのテーマ

の基、オフシーズンを過していきます。 

1 つ目は身体強化です。今よりもキレを出

し、高い出力を出せるようにならないと、2

部の野球を戦うことはできません。ウエイ

トトレーニングで筋量を増やし、ストレッ

チで可動域を広げ、有酸素運動などで体を

絞り、土台からしっかりと固めていきます。 

2 つ目は守備の強化です。今シーズンまで

ファーストを守っていた先輩が引退され、

ファーストのポジションは空く形になりま

す。未経験者ながら、6 月の新人戦ではファ

ーストを守らせて貰えましたが、チームに

貢献できるレベルには程遠いと感じていま

す。そこでこの冬は、とにかく経験を積むこ

と、具体的にはノックを数多く受けること

や、ハンドリングの強化などを行い、安定感

を出していきます。 

3 つ目は野球脳の強化です。新チームにな

ると、キャッチャーが花井選手と僕の 2 人

になります。花井選手にもしものことがあ

った時になるべく戦力が落ちないように、

野球脳を強化し、本職である捕手としての

プレーに活かせるようにしていきます。ま

た、野球脳の強化はバッティングにも活き

てくるので、打線の強化にも繋がると考え



ています。 

以上のことをテーマに、オフシーズンを過 

ごしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 42 

1 年 今村僚吾(いまむらりょうご) 

愛知県 小牧南高校 

 

皆さん、秋季リーグ戦お疲れ様で

した。秋季リーグでは、春季リーグ

では叶えられなかったリーグ優勝

を見事に成し遂げる喜ばしい結果

となりました。しかしながら、入れ

替え戦では日本福祉大学との試合

で２戦とも敗戦してしまい、２部

昇格とはなりませんでした。今の

チームはヒットが出ても繋がらな

い事が多いと見受けられるので、

繋がる打線というのを体現するこ

とができたら、もっともっと勝て

て、２部昇格にもつながると思い

ます。また、ピッチャー陣は比較的

フォアボールでランナーをためて

返されるという場面が見られたの

で無駄なランナーを出すことを減

らしていったら、より打撃とのバ

ランスもとれて得点をとりやすい

打線になると思います。また、個人

的には、打撃面で多くの課題を抱

えています。例えば、スイングスピ

ードがまだまだ遅いのでスイング

の始動が早くなり変化の見極めが

悪くなるため上手く変化に対応で

きないということ。また、金属と違

い木製は、上手く捉えなければ飛

ばないのでそういったことも含め

て、スイングスピードを上げなけ

ればなりません。打てなければ起

用される機会も減ると思うので、

打力向上を目指して日々のトレー

ニングや素振りに励んで行こうと

思います。また、自分は体重が軽い

ので、食べに食べて体重増加も

日々励んでいこうと思います。特

にこれからオフ期間に入り個々で

どれだけ努力できるかが大事にな

って来ると思います。自分は日々

身体の変化が楽しみで自己投資に

もなると思っているので筋力トレ

ーニングが好きであり、それをモ

チベーションで野球もより一生懸

命になれたら能力アップに繋がる

と思うので、練習や試合が次の日

にあるなしに関わらず筋力トレー

ニングを行うようにしていきます。

やはり、打力がないと使う側も使

いづらいと思うので、木製バット

でも飛ばせる力というのをこの 1

年を通してとりあえずつけて行き

たいと思います。また、筋力トレー

ニングをすることによって守備面

でも肩力が上がったり、脚力が上

がり守備範囲が広がったりという



面もあると思います。さらに、走塁

面に関しても繋がってくると思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 14 

1 年 森上駿太郎(もりかみしゅんたろう) 

愛知県 名古屋高校 

 

秋リーグお疲れ様でした。自分は秋の大会

に多く先発させていただいて、自分の力無

さを痛感しました。というのもここぞとい

う時に踏ん張りきれず痛打を許し、ツース

トライクから決めきれず粘られ出塁を許す

というような投球をしてしまいました。ま

た一発を浴びることが多く、打線で作って

くれたいい流れを一発浴びることでそれを

消してしまい、自分たちに流れを呼び込む

ような投球どころか、相手に渡してしまう

ような投球が目立ちました。また、入れ替え

戦も含めてメンタル的に試合に十分に戦え

る用意が出来ていなかったと思いました。

相手打者やベンチからの声などにいちいち

反応してしまい、自分の投球に向き合えて

いなかったように感じました。 

 入れ替え戦での投球は今の自分の課題を

具現化したような内容でした。こころが浮

ついていて相手のバッターやベンチ、その

環境に飲まれていました。入れ替え戦で痛

感したのは今の自分のストレートでは 2 部

相手には通用しないということです。これ

までの相手はストレートに対応してするの

に一巡はかかっていたが、2 部の選手は初

めから捉えてきた。この冬でストレートの

キレ、球速共に高められるように練習した

い。またストレートを磨くだけでなく変化

球、特にスライダーを磨く必要があると感

じた。というのもいい打者ほどまっすぐ系

の変化球を投げなくては抑えられないと実

感したからだ。なので、この冬にスライダー

に磨きをかけていきたい。そして今の中で

大きな課題であるメンタル面の強化はこれ

ら課題をクリアするために練習することで

自信をつけて、自分の投球が大舞台でもや

れるようにこの冬でレベルアップしたい。

また自分は怪我をしやすいのでトレーニン

グで怪我をしにくい体を作り、また長い回

を投げられるだけの体力が無いため筋持久

力をつけて、チームに貢献できるようにな

りたい。 

 最後に、僕はこの秋リーグでは多くのピ

ンチを救ってもらった。この冬でレベルア

ップしチームを救えるような投球ができる

投手になりたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 16 

1 年 林伶真(はやしれいま) 



愛知県 小牧南高校 

 

秋季大会及び入れ替え戦お疲れ様でした。

引退を迎える先輩たちと 3 部リーグ優勝と

いう素晴らしい成績を残すことが出来て光

栄です。今まで、ありがとうございました。

入れ替え戦では、2 部リーグの日本福祉大

学に勝つことが出来なかったのが後悔です。

個人としてチームに直接貢献する場面がな

かったがベンチ内で声を出し、サポートを

してチームに間接的に貢献は出来たかなと

思います。春季大会の反省であるチャンス

でヒットを打つことや選手一丸となり一点

を取らせないような守備ができたと思いま

す。個人としては、試合に代走として出させ

ていただき、盗塁を成功させられて良かっ

たです。緊迫した場面で自分自身も緊張し

ていたが自分の長所である足を使えたこと

はこれからの自分のプレーにも繋がるし、

自信がつきました。しかし、自分はバッティ

ングがまだまだ課題なので試行錯誤しなが

ら冬のオフシーズンを使って自分に合った

スイングを見つけていきたいと思います。

そのために、自分一人だけでなく、チームの

仲間と考え、先輩に教わりたいと思います。

2 部との試合で 3 部との差を感じたので標

準を 3 部に合わせるのではなく、2 部リー

グでも活躍出来るような選手になりたいと

思います。守備では、新しく外野に挑戦をし

ていて打球の伸びの感覚がまだ掴めていな

かったり、送球が上に抜けてしまったり左

右のブレが大きく出てしまうことがあるの

で練習を積んで技術を向上させていきたい

と思います。オフシーズンで特に頑張りた

いことはフィジカル強化です。フィジカル

を強化することにより、技術が向上するこ

とと相乗効果が生まれると思うので頑張り

たいです。そのために、ウエイトトレーニン

グを計画的に進めることと、食事量を増や

し、摂取カロリーを増やして体を大きくす

ることが目標です。フィジカルを強化する

にあたって体をただ大きくすれば良いだけ

でなく、ストレッチなどをして筋肉の可動

域を増やしたりすることも大切であると思

うのでお風呂上がりにストレッチをして体

の柔軟性を高めていきたいと思います。来

年の春季リーグでは今回の入れ替え戦で果

たせなかった 2 部リーグ昇格を目指して頑

張りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 17 

1 年 早川大翔(はやかわだいと) 

岐阜県 本巣松陽高校 

 

後半のシーズンではチームの団結力が高ま

り、とてもいい雰囲気で秋のリーグ戦に望

めました。 

ピッチャー陣たちの調子が特に良くチーム

防御率も低く抑えられたところが良いとこ

ろだと思いました。打線でも上位打線だけ

で点を獲るだけではなく下位打線でも、点

を獲ったりチャンスを作れたりしたところ

もとても良いところだと思います。ベンチ

ワークもとてもよく試合をスムーズに進め



ることができたと思います。その結果秋リ

ーグでは優勝することができてとても嬉し

く思います。念願の優勝でチームとしては

やり切った感じがしてとても気持ちよかっ

たです。僕個人としてはとても悔しいシー

ズンとなりました。試合には出られずチー

ムの力になれたかと聞かれるとあまりそん

なこともないような気がします。来年から

始まるシーズンでは試合に出たいので自分

のレベルアップが大事になってきます。自

分はこの冬に身につけたいことが四つあり

ます。一つ目はストライクを安定して取れ

るようになることです。自分はコントロー

ルがあまり良くなく、試合の流れを悪くす

ることがあります。ストライクをとること

は投手としての必須条件だと思うのでこの

冬練習して、試合を作れるような投手にな

りたいと思います。二つ目はカーブの精度

を高めることです。自分の武器はカーブで

す。しかしストライクが入らなかったり、曲

がり具合が日によって違ったりします。な

ので、調子に左右されないように練習を重

ねてゆきたいと思います。三つ目は速い変

化球を覚えることです。自分はカーブとス

トレートの 2 球種しかなく、それだとどち

らか張られて打たれてしまいます。速い変

化球で打たせて取るようなピッチングスタ

イルを確立したいと思います。四つ目は球

速を速くするとこです。球速が速いに越し

たことはありません。球速が速くなればカ

ーブとの球速差で打ち取り、ストレート自

体で押すこともできます。自分のピッチン

グの幅をどんどん広げてゆきたいと思いま

す。この冬は課題が多く大変だが、向上心を

もって練習に取り組んでいきたいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 66 

1 年 永谷勇樹(ながたにゆうき) 

愛知県 国府高校 

秋のリーグ戦お疲れ様でした。リーグ戦で

は念願である優勝を果たすことができまし

たが入替戦では二連敗で 3 部リーグ残留が

決まってしまい、悔しい結果になってしま

いました。三年生四年生が引退し、これか

らは一.ニ年生主体のチームになっていき

ます。先輩達がなしてなかった二部リーグ

昇格に向けてこれからの練習や日々の努力

を重ねて行きたいと思います。チームとし

て秋リーグを振り返ると、優勝を果たすこ

とができチームとしては力がついたことを

証明することができたと思います。特に名

古屋大学との一戦では相手の 140 キロを超

える好投手相手に大量得点を取ることがで

き、快勝することができました。春リーグ

での課題であった得点力という部分を解消

することもでき、優勝することができたと

思います。しかし入替戦になり二部リーグ

のピッチャー相手になるとなかなかヒット

も出ず点も取れずに負けてしまうという結

果になってしまいました。二部と三部の差

をとても大きく感じた結果になりました。

三部で勝てるから大丈夫ではなくこれから

の練習では二部のチームを想定するなど目



線を上げてくべきだと思いましたし、一人

一人が練習で意識高くやっていくべきだと

思いました。個人のことを振り返ると公式

戦の出場は無いという悔しい結果になって

しまいました。練習では自分の課題である

守備で先輩のプレーを観察したりチームメ

イトからアドバイスを貰ったりしたことに

より、日々の向上を自分自身でも少し感じ

ています。しかし自分自身、一回ミスをし

てしまうと気持ちが沈んでしまい次のプレ

ーでのミスや仲間に悪い電線をしてしまう

ことがあるので気をつけていきたいと思い

ます。バッティングの方では出させていた

だいた練習試合では何本かヒットも出まし

たし、自分的には嬉しい結果になりまし

た。しかし代打で一打席しかないチャンス

などでは全然結果を出すことではできませ

んでした。一打席でしっかり結果を残して

いけるようにチームメイトからピッチャー

の情報を聞き出し、相手のキャッチャーの

配給パターンなどをしっかり自分の頭の中

で整理しながら打席に向かい結果を出せる

ようにやっていきたいと思います。三年生

と四年生が抜けて一二年生で少ない人数に

なります。でもその分自分にもチャンスが

回ってくると思うのでそのチャンスを活か

してチームの勝利に貢献し二部昇格を果た

したいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 25 

1 年 今福優晴(いまふくゆうせい) 

愛知県 名古屋経済大学市邨高校 

 

 秋のリーグ戦と入れ替え戦お疲れ様でし

た。今秋はリーグ戦で優勝することができ

ましたが入れ替え戦で二敗と悔しさも味わ

いました。リーグ戦では簡単な試合ばかり

ではなく、僅差や終盤まで負けている状況

など苦しい場面もありましたが、一番大切

な勝ち続けられたことはとてもよかったと

思います。三年生や四年生と試合ができる

最後のリーグ戦ということもあり、雰囲気

がよく、勝ちにこだわった試合ができてい

たのでとても楽しい期間を過ごせました。

しかし、入れ替え戦では接戦ではあったも

のの、大事な場面でのミスから失点をし、ひ

っくり返すことができませんでした。今回

の試合を経て、2 部リーグの大学とは点差

以上に実力の差を感じました。特に今後 2

部リーグに上がるためには個人とチーム両

方のレベルアップが必須だと思います。三、

四年生が引退した今、自分たちが中心とな

ってやっていくという気持ちで来年の春リ

ーグに向け準備していきたいと思います。 

 今回のリーグ戦や入れ替え戦にはほぼ全

ての試合に出させていただいて、優勝争い



をしたこと、2 部リーグの大学と戦えたこ

となど貴重な経験を多く積ませてもらいま

した。その中で自分が貢献できた部分、未熟

だった部分をはっきりさせることができま

した。その中でも特に自分に足りないと感

じたものはメンタルの強さです。リーグ戦

での重要な場面でのミスや、チャンスや追

い詰められた時の打席で結果を残すことが

できませんでした。技術や体力はもちろん、

練習の時から自分にプレッシャーをかけ、

チャンスに強い頼れる選手になれるよう頑

張ります。 

 このリーグ戦では主力で出ていた先輩方

が引退し、人数も少なくなって新チームと

して始動するこのチームで今回の緊張感が

抜けなかった、常に集中をしなければなら

なかったリーグ戦や入れ替え戦の経験を生

かして新チームの中心として周りをプレー

で引っ張っていけるような選手を目指し、

まずは春リーグの優勝、そして今度こそ二

部リーグに昇格できるよう精一杯努力して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 34 

1 年 木村宗一郎(きむらそういちろう) 

愛知県 南山高校 

 

秋のリーグ戦と入れ替え戦お疲れ様でした。

リーグ戦は優勝することが出来ましたが、

入れ替え戦は 2 連敗で 3 部残留という悔し

い結果に終わりました。入れ替え戦初戦で

は、序盤までピッチャーが踏ん張ってくれ

ていましたが守備のエラーなどからもった

いない形で失点してしまい、攻撃面でもチ

ャンスで点数を取りきることができません

でした。3.4 年生は引退して 1.2 年生中心の

新チームとなりますが、今回の敗戦の経験

を活かして次のリーグ戦に向けてしっかり

と練習をしていきたいです。オフシーズン

中も守備力強化やチャンスで点を取りきる

力をつけるため練習やトレーニングをして、

僅差の試合も勝ちきれるようにしていきた

いです。 

 個人としては、リーグ戦が始まった頃に野

球部に入部し、1 年のブランクがある中リ

ーグ戦中盤頃から試合で投げさせて貰うこ

とが出来ました。ですが、思ったように球が

いかず、キャッチャーの要求どおりのピッ

チングが出来ませんでした。体力も落ちて

おり、長いイニング投げることが出来ずチ

ームに貢献することが出来ませんでした。

入れ替え戦では、一点差で負けている場面

で登板しましたが、フォアボールからの失

点という最悪な形で一点を失ってしまいま

した。チームに流れを持ってくることが出

来ず、申し訳なかったです。オフシーズンで

は、体重を増やし、トレーニングをしっかり

行い筋力や出力を上げ、より安定したピッ

チングを行えるようにしていきたいです。

また、長いイニング投げ切れるよう体力も

しっかりとつけたいと思います。来年の春

のリーグ戦では失点を最小限に抑え、長い

イニング投げきりチームに貢献したいです。



もう一度リーグ戦を優勝し、入れ替え戦の

切符を手にしたいです。入れ替え戦もしっ

かりと 2 試合勝ち切り、2 部昇格を果たし

たいです。2 部では、いい打者が沢山いるの

で、そのような打者と沢山対戦し経験を積

んでさらにいいピッチングが出来るように、

日々頑張っていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マネージャー 

1 年 水谷実心乙(みずたにみこと) 

愛知県 西春高校 

 

秋季リーグ、入れ替え戦お疲れ様でした。 

3 部優勝おめでとうございます。 

私が野球部に入部して半年が経ちました。

この半年間はとても充実していました。ま

ず、夏の練習です。暑い中練習に励む選手を

見る度に、2 部昇格を果たして欲しいとい

う思いが募っていきました。また、富山合宿

では選手が野球と向き合う姿をより間近で

見て、私もチームの 1 人として 2 部昇格の

ためにできることを考え直すきっかけとな

りました。この秋のリーグでは初めて公式

戦のスコアを書かせていただきました。 

普段のオープン戦とは違い、リーグ戦は 1

試合も落とせない緊張感の中スコアに入り、

初めてスコアに入らせていただく時は選手

の皆さんの邪魔にならないように必死でし

た。しかし、徐々に勝ちを重ねるうちに、改

めて野球の楽しさを感じることが出来まし

た。特に、愛知教育大学戦のスコアに入らせ

ていただいた時は、選手の勝ちたいという

思いを全面に感じ、勝利した時は本当に嬉

しかったのを覚えています。 

入れ替え戦ではアナウンスをさせていただ

き、もう見れないかもしれない３4 年生の

プレーをする姿しっかりと目に焼き付ける

ことが出来ました。惜しくも負けてしまい

ましたが、2 部との差を改めて感じ、春に繋

がる試合であったと思っています。春に２

部昇格を果たすために、自分にできること

を精一杯頑張ります。また、リーグ戦、入れ

替え戦では、OB の方や保護者の方、選手の

友人などたくさんの方々に応援していただ

き、支えられて、野球をできる環境があるの

だと実感しました。本当にいつもありがと

うございます。 

最後に、歩乃佳さんには感謝しかありませ

ん。就活で忙しい中でも、歩乃佳さんが部活

動のことをしっかりとこなす姿はとてもか

っこよかったです。歩乃佳さんの力になれ

ていたのかは分かりませんが、歩乃佳さん

と過ごしたこの半年間とても楽しかったで

す。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

秋季オープン戦 

 

 

 
 

 



秋季オープン戦 
5 月 21 日 vs 愛知淑徳大学                    8 月 19 日 vs 至学館大学 

7 月 15 日 vs 名古屋工業大学                  8 月 22 日 vs 金沢大学 

7 月 16 日 vs 静岡大学                        8 月 22 日 vs 富山大学 

8 月 9 日 vs 愛知教育大学                     8 月 29 日 vs 三重大学① 

8 月 14 日 vs 愛知大学                         8 月２９日 vs 三重大学② 

8 月 18 日 vs 岐阜大学① 

8 月 18 日 vs 岐阜大学② 

 

 

 

 

 

 

 

 

打率 打席 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

西塚 0.3438 36 32 3 11 6 0 0 4 1 5 4

近藤 0.3125 36 32 4 10 6 1 1 2 4 1 7

今福 0.3333 34 33 7 11 3 0 0 1 4 1 4

花井 0.2143 33 28 4 6 2 2 0 5 2 6 7

原科 0.36 31 25 5 9 5 0 0 5 2 5 9

打撃成績　規定打席数 30打席

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

小谷 0.4091 22 86 74 13 1 0 8 3 25 0 2 1

深谷陸 5.4844 21 1/3 105 84 22 0 2 16 3 11 1 18 13

投手成績　規定投球回数 20回

5月21日　v愛知淑徳大学　９-８●　(時間制のため５回終了)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

淑徳 5 3 1 0 0 9

南山 0 0 0 7 1 8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

名工 0 0 0 5 0 0 0 2 1 8

南山 0 1 0 1 0 0 0 0 2 4

７月１５日　名古屋工業大学　8-4 ●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

静岡 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

７月1６日　vs静岡大学　2-１〇

8月９日　vs愛知教育大学　9-3●　(雨天中止)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

愛教 2 0 0 6 1 0 0 0 9

南山 0 0 1 0 0 1 1 0 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2

愛知 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8月1４日　vs愛知大学　2-0〇



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

岐阜 1 2 0 1 0 0 0 2 0 6

南山 0 0 1 2 0 1 2 0 0 4

8月18日　vs岐阜大学①　6-4●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 1 0 2 0 0 7 1 0 0 11

岐阜 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

8月18日　vs岐阜大学②　11-1○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 1 0 0 1 0 3 1 2 0 8

至学館 1 0 0 0 0 0 0 3 0 4

8月19日　vs至学館大学 ８-4○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

金沢 0 0 0 0 0 3 1 3 0 7

南山 3 0 0 3 4 2 0 0 X 13

8月22日　vs金沢大学　7-13○

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3

富山 1 0 2 0 0 0 0 0 0 3

8月22日　vs富山大学　3-3△

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

三重 0 0 0 0 0 3 0 0 X ３X

8月26日　vs三重大学 1-3●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

三重 1 0 0 0 1 0 0 2 0 4

南山 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

8月26日　vs三重大学 4-1●



 

ランキング 

≪秋季オープン戦≫ 

【打撃部門】 

●打率……西塚  0.34 32 打数 11 安打 

●四死球…花井      ５ 

原科        ５ 

●打点……西塚      ６ 

近藤    ６ 

●盗塁……今福      4 

近藤        4 

【投手部門】 

●防御率……小谷         0.4 

●奪三振……小谷         25 

 

≪秋季オープン戦≫ 

 

【打撃部門】 

●打率…… 1.西塚  0.34 32 打数 11 安打 

2.今福    0.33 33 打数 11 安打 

3.近藤    0.31 32 打数 10 安打 

●四死球…1.花井        ５ 

1.原科            ５ 

3.西塚            4 

●打点……1.西塚        ６ 

1.近藤       ６ 

3.原科            ５ 

●盗塁……1.今福        4 

1.近藤            4 

 

【投手部門】 

●防御率……1. 小谷        0.409 

2.深谷陸    5.4 

●奪三振……1. 小谷         25 

2.深谷陸    11 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 

 

秋季リーグ戦 

 

 

 
 

 



秋季リーグ戦 
9 月 2 日 VS 名古屋市立大学  

9 月 3 日 VS 淑徳大学  

9 月 9 日 VS 大同大学  

9 月 16 日 VS 名古屋大学  

9 月 17 日 VS 愛知教育大学  

9 月 24 日 VS 名古屋外国語大学  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打席数 打率 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

西塚 27 0.440 25 8 11 12 0 0 2 4 2 4

小西 26 0.435 23 7 10 12 0 0 3 2 3 8

片田 21 0.350 20 3 7 1 0 0 1 0 1 6

今福 17 0.333 12 4 4 0 2 0 3 1 0 3

小野 20 0.308 13 6 4 5 1 0 6 2 5 4

花井 23 0.286 14 7 4 1 2 1 6 2 0 3

近藤 27 0.136 22 8 3 1 0 0 5 3 2 3

深谷 27 0.105 19 8 2 1 1 0 7 5 6 4

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

森上 3.0682 14 2/3 61 52 14 2 1 5 1 10 0 5 5

小谷 4.5000 14 63 55 14 0 1 6 1 5 0 9 7

打撃成績　規定打席数 16打席

投手成績　規定投球回数12 回



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

名市 0 0 1 0 0 0 0 1

南山 0 0 0 1 3 12 × 16

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 9 4

6 小西 29 2

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

7 原科 51 4

5 國井 1 3

D 宇野 10 3

4 片田 21 3

2 花井 22 2

P 今福 25 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

淑徳 1 0 1 0 0 3 1 0 3 9

南山 0 10 1 1 0 0 0 0 × 12

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 9 4

6 小西 29 2

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

D 原科 51 4

7 小野 2 4

4 今福 25 1

5 國井 1 3

2 花井 22 2

P 森上 14 1

9月３日　淑徳大学　９−12○

9月2日　名古屋市立大学　1−16○　 七回コールド

三重海星

多治見

加納

県立岐阜商業

名東

京都外大西

市邨

至学館

出身校

知立東

加納

京都外大西

出身校

知立東

加納

至学館

三重海星

名古屋

市邨

多治見

杜若

加納1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

大同 0 0 0 0 0 0 0 0

南山 0 2 1 0 1 0 3× 7

位置 氏名 背番号 学年

8 近藤 3 4

3 深谷浩 9 4

6 小西 29 2

9 西塚 8 2

D 谷口 20 4

7 小野 2 4

5 國井 1 3

4 片田 21 3

2 花井 22 2

P 小谷 18 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 5 1 0 1 3 0 0 10

名古屋 0 0 0 0 3 1 0 0 0 4

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷 9 4

6 小西 29 2

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

D 原科 51 4

7 小野 2 4

5 片田 21 3

4 今福 25 1

2 花井 22 2

P 小谷 18 2

9月9日  大同大学　1−16○　

9月16日　名古屋大学　○10ー4　

七回コールド

至学館

多治見

杜若

名東

名経大市邨

京都外大西

出身校

知立東

加納

至学館

三重海

出身校

至学館

知立東

加納

三重海星

西尾

杜若

加納

名東

京都外大西

至学館



 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

愛教 0 0 0 0 2 1 0 0 1 4

南山 0 0 2 0 0 0 0 3 × 5

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 9 4

6 小西 29 2

8 近藤 3 4

9 西塚 8 2

5 片田 21 3

7 小野 2 4

D 宇野 10 3

4 今福 25 1

2 花井 22 2

P 森上 14 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

名外 0 0 0 0 0 1 0 1

南山 1 1 1 3 4 0 × 10

位置 氏名 背番号 学年

3 深谷浩 9 4

6 小西 29 2

D 宇野 10 3

9 西塚 8 2

5 片田 21 3

8 近藤 3 4

4 今福 25 1

7 小野 2 4

2 花井 22 2

P 森上 14 1

9月17日　愛知教育大学　4−5○　

9月24日　名古屋外国語大学　1−10○　 7回コールド

出身校

至学館

市邨

杜若

京都外大西

名古屋

知立東

加納

県立岐阜商業

三重海星

名東

出身校

知立東

加納

至学館

三重海星

名東

杜若

市邨

京都外大西

名古屋

県立岐阜商業



ランキング 
        

≪秋季リーグ戦≫        

【打撃部門】 

●打率……西塚  25 打数 11 安打 0.44 

●四死球…深谷浩     7 

●打点……西塚      12 

小西   12 

●盗塁……深谷浩    7 

 

【投手部門】 

●防御率……森上        3.06 

●奪三振……森上        10 

 

≪秋季オープン戦≫ 

 

【打撃部門】 

●打率……1．西塚   25 打数 11 安打 0.44      2．小

西   23 打数 10 安打 0.43      3．片田   20 打数 7

安打 0.35 

●四死球…1．深谷浩   ７ 

2．小野    ６ 

2.   花井       ６ 

●打点……1.   西塚    12 

1.   小西    １2 

2.   小野    ５ 

●盗塁……1．深谷浩        ５ 

1．西塚          ４ 

1．近藤          ３ 

【投手部門】 

●防御率……1. 森上     3.06 

2.小谷    4.50 

●奪三振……1. 森上     10 

2.小谷    5 



 



 



 



 



 



 



 

 

 

強化試合 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

打率 打席 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

宇野 0.5 3 2 0 1 0 0 0 1 0 0 0

近藤 0.25 4 4 0 1 0 0 0 0 0 1 1

小野 0 3 2 0 0 0 0 0 1 0 1 0

小西 0 3 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0

原科 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 2 0

西塚 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0

花井 0 3 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

森上 15 3 17 13 7 1 1 1 1 0 0 5 5

深谷陸 4.5 2 8 5 0 2 0 2 0 0 0 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

至学館 1 3 1 0 0 1 0 1 × 7

10月8日　vs至学館大学　●0−7　

強化試合
 10月8日　vs至学館大学

打撃成績　規定打席数 ３打席

投手成績　規定投球回数 ２回



ランキング 
 

≪強化試合≫ 

 

【打撃部門】 

●打率……宇野  2 打数 1 安打 0.5 

●四死球…花井 ３ 

●打点……なし 

●盗塁……なし 

 

【投手部門】 

●防御率……深谷陸  4.5 

●奪三振……なし 

 

 

 

≪強化試合≫ 

 

【打撃部門】 

●打率…… 1．宇野  ２打数１安打 

2. 近藤  4 打数 1 安打 

●四死球… 1. 花井  ３ 

2. 小野  １ 

2.   宇野  １ 

●打点…… 1.  なし 

●盗塁……  なし 

 

【投手部門】 

●防御率……1. 深谷陸 4.5 

2.森上   １５ 

●奪三振……なし 



 

 



 

 

 

入れ替え戦 

 

 



 

 

 
 

 

打撃成績　規定打席数 ７打席

打率 打席 打数 得点 安打 打点 犠打 犠飛 四死球 盗塁 三振 残塁

深谷 0.375 9 8 1 3 2 0 0 1 2 1 3

近藤 0.111 9 9 0 1 0 0 0 0 0 2 0

小西 0.000 8 7 1 0 0 0 0 1 0 2 0

西塚 0.200 8 5 1 1 1 0 0 3 0 1 0

花井 0.143 7 7 1 1 0 0 0 0 0 1 1

小野 0.333 7 6 1 2 1 0 0 1 0 2 0

今福 0.167 7 6 1 1 0 0 0 1 0 1 0

投手成績　規定投球回数 4回

防御率 投球回数 打者 打数 安打 犠打 犠飛 四球 死球 奪三振 暴投 失点 自責点

小谷 0 7 33 27 9 1 1 3 1 5 0 3 0

深谷陸 5.4 5 26 19 7 3 0 4 0 3 0 4 3

10月21日　v日本福祉大学　４-２●　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

南山 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2

日福 0 0 0 0 1 1 1 1 X 4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

日福 4 1 1 1 1 0 0 2 4 14

南山 0 0 5 0 1 0 0 1 1 7

入れ替え戦
10月21日 vs日本福祉大学

10月22日 vs日本福祉大学

10月22日　日本福祉大学　14ー７●



ランキング 
≪入れ替え戦≫ 

 

【打撃部門】 

●打率……深谷浩  8 打数３安打 0.37 

●四死球…西塚     ３ 

●打点……深谷浩  2 

●盗塁……深谷浩  ２ 

 

【投手部門】 

●防御率……小谷              ０ 

●奪三振……小谷              ５ 

 

≪入れ替え戦≫ 

【打撃部門】 

●打率……1. 深谷浩 5 打数３安打 0.37 

2. 小野 6 打数 2 安打 0.33 

3. 西塚 5 打数 1 安打 0.2 

●四死球…1．西塚 ３ 

2．深谷 １ 

2．小西 １ 

2．今福 １ 

2．小野 １ 

●打点……1.   深谷    2 

2．西塚    １ 

2．小野      １ 

●盗塁……2．深谷    2 

 

【投手部門】 

●防御率……1. 小谷          0.0 

●奪三振……1. 小谷           ５ 

 

 

 

 

 



 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 


